
1  
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１．事業報告  

（１）事業概要  

概要	
 
	
 

	
 中期的に目指す事業の枠組みづくりに継続して取り組んでいるが、平成２６年度は、内

部統制の効いた事業運営の着実な前進と復興支援事業の新展開について一定の成果を得

た。	
 
	
 

１、内部統制の効いた事業運営の着実な前進	
 

施業を中心に事業体との間で生じる実務は森林づくり事業とその後続過程としての会

計実務につながり、その円滑な遂行が内部統制上も大きなウェイトを占める。事業体との

良好なコミュニケーションづくりや財団内部実務の再構築が定着したことにより、スケジ

ュールの前倒し化と進捗管理の改善が進んだ。その結果、日常業務の安定化と決算実務の

負荷軽減を実現し、従来は実施が困難であった年度始めのボランティア活動開催等、より

柔軟な財団運営が可能となった。	
 

なお、芝税務署による源泉所得税調査、内閣府による立入検査も問題なく終了した。	
 

	
 

２、復興支援事業の新展開	
 

当初は既存の財団事業をできるだけ被災地で開催することからスタートしたが、震災後

４年を経過する中で、被災地での協力団体との良好な関係づくりも進み、財団単独では限

界のあった被災地のニーズに沿った形での事業展開を実現することが可能となった。その

結果、被災地と被災地以外を繋ぐ形で事業も広がり、復興支援事業をより意味のある形で、

今後も継続、発展させていける態勢ができつつある。	
 

学校の森普及事業では、被災地で生まれた「環境教育防災林（森を森林環境教育の場と

同時に防災・減災を学ぶ場としても活用しようとするもの）」構想普及に協力するという

観点から、子ども達の発表会であるシンポジウムの運営も目的性を深めることができた。

同時に被災地の学校も含む全国の学校を繋ぐ為の「学校の森フォーラム」構想が今年度実

現に至り、学校の森普及事業について、発表会と並ぶ具体的な手段を手にすることができ

た。更に、ドングリ学校についても、被災地と被災地以外を繋ぐという新たな役割を得る

ことによって、プログラムも進化し、被災地での植栽場所が徐々に具体化するに応じて、

ドングリ学校としての発展の可能性が生じてきた。	
 

復興支援事業が今後の中核事業を見いだす場となり、それを実現できる財団体力確保の

為の態勢整備が進んだ一年であった。	
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Ⅰ.森林づくり事業	
 

	
 

１．行政機関との契約・協定等に基づく森林づくり	
 
	
 
	
 （１）「法人の森林」制度に基づく森林づくり事業  

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ア．成林可能性ランク	
 	
 

	
 	
 

生育状況に応じた的確なランク洗い替えと、ランクに応じた適時適切な施業を継続し	
 

て実施することにより、昨年低下した成林可能性ランクは次項の通り、Ａランクの森は	
 

８２％から一昨年度並みの８４％に上がった。その要因としては、獣害等に鑑みＢ１と

評価してきたが、財団による現況確認の結果、成林可能として判断したことが挙げられ

る。	
 

	
 また、ランクと今後の財団方策の対応性を高める視点から以下の分類の通り、森林資

産取崩対応が必要となるＤランクを新設し、Ｃランクの定義を見直した。	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

◇現況把握の進捗により、成林可能性ランク・活用度分類は一旦全ての森について判定が	
 

完了した。	
 

	
 

◇林業事業体との「森林施業のポイント（自然発生した高木性樹種も併せて育成する等	
 

自然力の積極的な活用に努める等、平成２３年度配布）」の共有化については、林業事	
 

業体の現況把握に努める中で、現地での意見交換の機会を出来るだけ設定し、改善に努

めた。また、廃業や意思疎通が困難で施業等に支障のある事業体については交代を実施

した。	
 

	
 

◇施業に関わる事業体との意思疎通を前倒しすることで、今後５年間の施業見通しの共有

化が進んだ。森林経営計画の的確な洗い替えにもつながり、造林義務履行のための長期

的な施業費用想定についても精緻化を進めることが出来た。	
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《ランク結果と今後の方策》	
 

ランク	
 各ランクの定義	
 
箇所数	
 

（対前年）	
 

	
 
今後の方策	
 

Ａ	
 成林可能な森	
 
１５８	
 

（＋５）	
 

	
 林齢に応じた施業の実施判断（※）	
 

成林には問題はないが、獣害等を懸念す

べき森については継続的に観察を実施	
 

Ｂ	
 経過観察が必要な森	
 
２４	
 

（▲４）	
 

	
 全件の十全な把握・対応実施により、	
 

将来的にＡへのランクアップ	
 

	
 	
 Ｂ１	
 
当面注視する森	
 

（現段階で特定の追加施業不要）	
 

２１	
 

（▲５）	
 

	
 毎年の被害状況等報告を通じ、最も注視

していくべき森で、今後の施業内容・	
 

実施時期を十全に把握	
 

	
 
Ｂ２	
 

通常の施業に加え、更新補助作業

等を必要とする森	
 

３	
 

（＋１）	
 

	
 適切な更新補助作業によりＡへの	
 

ランクアップ	
 

	
 Ｂ３	
 

直近の林業事業体の報告で

は、成林可能性ランクの判断

情報が不足する森	
 

０	
 

（－）	
 

	
 
現況確認により他ランクへ移動	
 

（現在、対象の森なし）	
 

Ｃ	
 

現状で成林可能性なしと判断を確

定している森（補植・改植、防護

柵設置等により成林が可能か否か

を判断することが必要）	
 

４	
 

（▲２）	
 

	
 詳細な調査を実施の上、補植・改植、防

護柵設置等による計画的なランクアップ

を図る。但し、再造林が困難と判断すれ

ば森林管理署へ分収造林契約の解除につ

いて協議を行うこととしＤへランクダウ

ン	
 

Ｄ	
 

現状で再造林に大きな困難が伴う

ことについて、森林管理署と判断

が合致した森	
 

１	
 

（－）	
 

森林資産の取崩しを実施	
 

該当は一宮の森のみ	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 また、現状成林については問題ないと判断しＡランクと位置付けているものの、注意を要	
 

する森について、分類を精緻化し、今後の生育状況、施業実施を適時適切に確認していく。	
 

	
 

	
 

分類	
 内容	
 箇所数	
 

獣害懸念	
 
・現時点においては目立った被害は確認出来ていないものの、	
 

隣接した林相での被害や、軽微な被害が確認されている森。	
 
１３	
 

ツル繁茂	
 
・ツル切施業を継続的に実施している森や、財団による現況確認・

報告書等におけるツル繁茂が確認されている森。	
 
２９	
 

ギャップ発生	
 
・今後の植栽木の成長や、更新木発生等でギャップ解消が	
 

想定できる森。	
 
４	
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イ．活用度分類	
 

	
 

	
 活用度分類が「△」の森についても財団による現況確認、林業事業体の現況把握を通じて

暫定判定を解消することができた。	
 

また、分類毎の今後の活用について具体的検討を進めたことにより、実効的な判断が可	
 

	
 	
 	
 能となった。一方で、今年度は学校の森フォーラム参加勧奨が必ずしも充分に出来なかった

ことから、活用度分類の一要素とすることは、引き続き今後の課題である。	
 

	
 

《分類結果》	
 	
 

	
 

分類	
 平成25年度	
 変更数	
 平成26年度	
 

◎	
 ３２	
 
○→◎：２	
 

△→◎：１	
 
３５(+３)	
 

○	
 ３５	
 
△→〇：４	
 

○→◎：２	
 
３７(+２)	
 

△	
 ８２	
 
△→◎：１	
 

△→〇：４	
 
７７(▲5)	
 

計	
 
１４９	
 

（うち暫定５３）	
 
	
 

１４９	
 

（うち暫定０）	
 

	
 	
 

（注）ここでの箇所数は活動の単位として隣接する森は１箇所でカウント	
 

	
 

《各分類の定義と今後の活用方策》	
 	
 

	
 

分類	
 各分類の定義	
 	
 今後の活用方策	
 

◎	
 

下記①～③を満たす森	
 

①森までのアクセス（距離・林道の状況）	
 

及び傾斜等の立地条件が良い	
 

②自治体の協力等地域一体での森林づくり

や「学校の森フォーラム」参加校の発掘

が期待できる	
 

③林業事業体やその他団体による森の活用

プログラムについての支援が期待でき

る	
 

	
 

・原則、財団の現況確認による状況把握	
 

・歩道整備等、活用に必要な付帯事業の	
 

実施	
 

○	
 

日本生命の支社所在地からは上記①を満た

さないが、近隣の営業拠点からは上記①を

満たす森	
 

	
 
・施業ボランティア実施時期における	
 

有効活用	
 

△	
 上記①を満たさない森	
 	
 ・活用は予定しない	
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ウ．林業事業体との「森林施業のポイント」共有化完了度	
 

ﾗﾝｸ	
 各分類の定義	
 
林業事業体数	
 

（対年始増減）	
 
今後の対応	
 

１	
 共有化完了	
 ５６（＋２５）	
 
施業方針に基づく適時適切な施業を

期待できる	
 

２	
 
共有化を図る機会が	
 確

保できていない	
 
６０（▲２１）	
 

施業等の接点を活用して共有化を	
 

図る	
 

３	
 

財団・林業事業体で接点

は持てたが、方針の共有

化が不十分	
 

６（▲１）	
 

財団による現況確認によって積極的

に働きかけ、施業方針の共有化に努

める	
 

林業事業体交代検討中	
 １（▲２）	
 新たな林業事業体を選定する。	
 

合計（注）	
 １２３（＋１）	
 ―	
 

	
 	
 	
 	
 （注）林業事業体数は１１６であるが、森の担当として独立に動く支所を別カウントしているた

め、林業事業体の合計は１２３。	
 

	
 

エ．平成２６年度の施業・調査	
 	
 

	
 

（ア）保育施業・・・Ａ・Ｂ１の森への対応	
 

	
 	
 植栽木の生育状況等、森林の現況に応じた保育・保護を適時適切に実施した。	
 

	
 	
 事業計画策定時以降の財団による現況確認や林業事業体からの現況報告を受けて、施業	
 

実施箇所・施業実施面積の増減があったため、計画との差異が生じている。	
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《実施施業》	
 	
 

	
 

施業	
 
箇所	
 

（面積）	
 

実施	
 

時期	
 
内容	
 施業方針	
 計画との差異	
 

下刈	
 
25箇所	
 

（73ha）	
 

1～6	
 

年生	
 

植栽木の生育促進を図るた

め、繁茂状況等に応じ、苗木

の成長を妨げる雑草木等を刈

払い	
 

年２回刈の可否、施業

面積、下刈終了時期等

を慎重に検討	
 

《箇所数》	
 

2箇所増・1箇所減	
 

《面積》	
 

2ha増	
 

ツル切	
 
9箇所	
 

（15ha）	
 
随時	
 

植栽木・高木性樹種の生育を

阻害する幹に巻きついたツ

ル・クズを除去	
 

施業実施の必要性を個

別に判断し対応	
 

《箇所数》	
 

3箇所増・1箇所減	
 

《面積》	
 

4ha増	
 

除伐	
 

１回目	
 

5箇所	
 

（11ha）	
 

11年生前

後	
 

育成対象樹種の生育を阻害す

る樹木を中心に除去	
 

植栽樹種以外に育成対

象樹種となる高木性樹

種がある場合、選木な

どが発生するため、事

業体と連携し、慎重に

実施	
 

《箇所数》	
 

1箇所減	
 

《面積》	
 

4ha減	
 

除伐	
 

２回目	
 

2箇所	
 

（4ha）	
 

16年生	
 

前後	
 

《箇所数》	
 

1箇所増・1箇所減	
 

《面積》	
 

1ha減	
 

枝打１回目	
 

(針葉樹、2m)	
 

5箇所	
 

（7ha）	
 

15年生・	
 

30年生	
 

前後	
 

林内の光環境の改善による下

層植生の確保、病虫害からの

予防等を目的とし、枝を除去	
 

ニホンジカ等動物の侵

入有無、近隣の食害有

無等を考慮して、実行

可否を慎重に判断	
 

《箇所数》	
 

2箇所増・3箇所減	
 

《面積》	
 

3ha減	
 

除伐	
 

２類	
 

(針葉樹)	
 

6箇所	
 

（12ha）	
 

20年生	
 

前後	
 

植栽樹種の本数密度が極めて

高い場合、１回目の間伐実行

前に適正な本数密度へ調整	
 

除伐２類・保育間伐の

どちらとして実施すべ

きか森林管理署と個々

相談	
 

《箇所数》	
 

3箇所減	
 

《面積》	
 

5ha減	
 

(注)①針葉樹については、３０年前後に「枝打２回目（４ｍ）」、２０～３０年前後に「保育間伐」を実施するが、

	
 	
 	
 平成２６年度は該当箇所がない。	
 

	
 	
 ②広葉樹については、下刈・ツル切・除伐は針葉樹と同様に実施し、保育間伐は３５・５５年生頃を予定。	
 

	
 

（イ）追加的保育施業（更新補助作業）・・・Ｂ２の森への対応（４カ所）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 「幌加内の森」「むつの森」「伊豆の森①」「伊豆の森②」にて高木性樹種の稚幼樹	
 

の育成を目的とした刈り出し等の作業を行う更新補助作業をその要否を慎重に判断した

上で実施した。	
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（ウ）Ｃ・Ｄの森への対応	
 

	
 	
 	
 	
 	
 今年度は、「足寄の森」「安心院の森」「安芸の森」についてランクアップの判定を行

った。	
 

・「足寄の森」については改植の実施によりランクＣからＡとした。	
 

・「安心院の森」及び「安芸の森」については、直近の状況を詳細に把握し、林相の形

成が期待できると判断したことで、ランクをＣからＢ１とした。	
 

次に「山形の森」「飯舘の森」についてはランクを据え置いた。	
 

・「山形の森」については、平成２７年度に改植を予定している。	
 

・「飯舘の森」については、ランクＣとして評価しているが、担当の林業事業体との連

絡がつき、状況は前進した。放射線量率に基づく規制の状況も勘案しつつ、今後の森

林施業を検討することを通じてランクアップに向けて取り組む。	
 

次に、「富士の森②」「富士の森⑧」が獣害によりランクＢ１よりＣとした。	
 

また「一宮の森」については、ランクＣからＤとして判定をしており、再造林が困難な

状況にあるため森林管理署と対応について協議を行っていくことにする。	
 

	
 

《実施施業》	
 	
 

名称	
 所在地	
 
植栽	
 

年度	
 

面積	
 

（ha）	
 
原因	
 対応	
 

成林可能性	
 

ランク	
 

足寄の森	
 
北海道	
 

足寄町	
 
Ｈ２１	
 3.3350	
 寒風害による枯損	
 平成26年度に改植を実施	
 Ｃ→Ａ	
 

山形の森	
 

山形県	
 

西村山郡	
 

山辺町	
 

Ｈ２３	
 3.3600	
 干害による枯損等	
 
平成27年度に改植実施予定	
 

（全面積の約５０％）	
 
Ｃ	
 

安心院の森	
 
大分県	
 

宇佐市	
 
Ｈ１２	
 1.3970	
 ニホンジカ食害	
 

林相調査の結果、引き続き被

害状況について経過観察	
 
Ｃ→Ｂ１	
 

一宮の森	
 
兵庫県	
 

宍粟市	
 
Ｈ１５	
 2.5383	
 ニホンジカ食害	
 

現状再造林は困難であり森

林管理署と協議を実施	
 
Ｃ→Ｄ	
 

安芸の森	
 
高知県	
 

安芸市	
 
Ｈ１３	
 2.0983	
 ニホンジカ食害	
 

林相調査の結果、引き続き被

害状況について経過観察	
 
Ｃ→Ｂ１	
 

飯舘の森	
 

福島県	
 

相馬郡	
 

飯舘村	
 

Ｈ８	
 2.5200	
 居住制限区域	
 
放射線量率に基づく規制を

勘案し今後の施業を検討	
 
Ｃ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

富士の森	
 

（第２回）	
 

静岡県	
 

富士市	
 
Ｈ６	
 2.3200	
 ニホンジカ食害	
 平成27年度に改植実施予定	
 Ｂ１→Ｃ	
 

富士の森	
 

（第８回）	
 

静岡県	
 

富士市	
 
Ｈ１２	
 1.4600	
 ニホンジカ食害	
 平成27年度に改植実施予定	
 Ｂ１→Ｃ	
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（エ）生育状況等の調査・・・今年度保育施業は計画しないが、状況把握が必要な箇所の対応	
 

	
 	
 適切な森林づくりに役立てるため、関係先（森林管理署・林業事業体等）の協力を得て、	
 

森の生育状況等の調査を行った。	
 

	
 

① 	
 林相調査（７箇所）	
 
除伐（１回目）後で調査が可能な林齢１２年生前後を目途に植栽木の生育状況など	
 

林相の現況把握を行った。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 当初計画では１０箇所実施予定であったが、大雪等の影響で「紫波の森①②」及び「敦	
 

賀の森」での調査を断念した。	
 

	
 

	
 

平成２６年度末までの実施状況…平成１３年度植栽までの１３５箇所のうち１２４箇所が実施済	
 

植樹年度	
 H5	
 H6	
 H7	
 H8	
 H9	
 H10	
 H11	
 H12	
 H13	
 

実施率(%)	
 100	
 100	
 100	
 94	
 87	
 93	
 86	
 93	
 60	
 

（注）①改植を実施した６箇所は改植年度を植栽年度として算出。	
 

②ランクＣ・Ｄの森は分母分子に含めず算出。但し、林相調査を実施した場合は分母分子に含む。	
 

	
 

	
 《植栽年度毎の林相調査未実施箇所一覧》	
 

	
 	
 未実施箇所は、以下のとおり。未実施の要因は生育状況から、除伐を延期していることによる

ものである。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

植栽年度	
 林相調査未実施箇所	
 

Ｈ８	
 標茶の森①	
 

Ｈ９	
 
標茶の森②	
 

土佐安芸の森①	
 

Ｈ１０	
 土佐安芸の森②	
 

Ｈ１１	
 紋別の森、富士の森⑦	
 

Ｈ１２	
 浜益の森①	
 

Ｈ１３	
 
浜益の森②、佐呂間の森、紫波の森①	
 

小石原の森①、田野の森	
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② 	
 施業要否確認調査（１２箇所）	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 林相調査並びに保育施業対象以外で、成林可能性ランク・活用度分類から判断して

必要な箇所で施業要否確認を行い、現況把握に努めた。	
 

なお、今年度は１７箇所の施業要否確認を予定していたが、財団による現況確認へ	
 

変更した箇所が複数あったため、１２箇所での実施にとどまった。	
 

	
 

	
 《直近３年間の現況確認状況》	
 

	
 

（注）①接点なしとは以下のいずれもない森を指す。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・施業（上記の項目）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・ボランティア実施	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・財団による現況確認	
 

② 重複ありのため、単純合計とは合わない。	
 
③ 「飯舘の森」は「居住制限区域」のため、森林管理署等と相談の上、対応を検討する。	
 

	
 

	
 

平成26年度接点なし注①	
 76	
 
	
 

成林	
 

可能性	
 

ランク	
 

箇	
 

所	
 

数	
 

直近３年間（平成２４～２６年度）	
 

（参考）平成２６年度接点あり	
 	
 
接点	
 

あり	
 

接点	
 

なし	
 

	
 

	
 新植	
 0	
 	
 
箇所名	
 

＜平成２７年度計画＞	
 

	
 

下刈	
 25	
 

	
 

Ａ	
 70	
 65	
 5	
 

阿寒の森①②	
 

（北海道）	
 

＜財団による	
 

現況確認＞	
 
ツル切	
 9	
 

	
 除伐	
 7	
 	
 紫波の森①②	
 

（岩手県）	
 

＜ボランティア＞	
 	
 枝打	
 5	
 	
 

	
 

除伐２類	
 6	
 

	
 

佐世保の森	
 

（長崎県）	
 

<施業要否>	
 間伐	
 0	
 

	
 更新補助作業	
 4	
 	
 Ｂ１	
 4	
 4	
 0	
 	
 

	
 林相調査	
 7	
 	
 Ｂ２	
 0	
 0	
 0	
 -	
 

	
 施業要否確認	
 7	
 	
 Ｃ	
 1	
 0	
 1	
 

飯舘の森	
 

（福島県）	
 

＜対応検討注③＞	
 

	
 財団現況確認	
 49	
 	
 Ｄ	
 1	
 1	
 0	
 	
 

合計注②	
 111	
 	
 合計	
 76	
 70	
 6	
 -	
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 （２）地方公共団体の関わる森林づくり事業  

  

     

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

《地方公共団体との協定締結箇所》	
 

名称	
 所在地	
 
協定等	
 

相手先	
 

協定	
 

面積	
 

（ha）	
 

法令指定等	
 
植樹	
 

（本）	
 

協定	
 

開始月	
 

協定	
 

期間	
 

今年度	
 

施業	
 

美の山の森	
 

埼玉県	
 

秩父郡	
 

皆野町	
 

・埼玉県	
 

・皆野町	
 
3.3301	
 

・埼玉県立美の山公園

普通地域	
 
5,800	
 Ｈ20/3	
 

Ｈ26/3～	
 

31/3	
 

５年間	
 

下刈・ツル切	
 
※ボランティア	
 

にてツル切	
 

桂湖の森	
 
富山県	
 

南砺市	
 
・富山県	
 2.2900	
 

・白山国立公園第三種

特別地域	
 

・土砂流出防備保安林	
 

2,070	
 Ｈ21/7	
 

Ｈ27/4～	
 

30/3	
 

３年間	
 

下刈 

内灘の森	
 

石川県	
 

河北郡	
 

内灘町	
 

・石川県	
 3.6700	
 
・飛砂防備保安林	
 

・保健保安林	
 
2,000	
 Ｈ21/10	
 

Ｈ24/10～

28/3	
 

３年半	
 

下刈	
 

利府の森	
 

宮城県	
 

宮城郡	
 

利府町	
 

・宮城県	
 5.0000	
 ・水源かん養保安林	
 
500	
 

(注１)	
 
Ｈ22/8	
 

Ｈ22/8～	
 

27/7	
 

５年間	
 

下刈	
 

京丹波の森	
 

京都府	
 

船井郡	
 

京丹波町	
 

・京都府	
 

・京丹波町	
 

・京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ協会	
 

・和田区山林管理会	
 

0.3900	
 ―	
 330	
 Ｈ24/4	
 

Ｈ24/4～	
 

29/3	
 

５年間	
 

下刈	
 

千早の森	
 

大阪府	
 

南河内郡	
 

千早赤阪村	
 

・山林所有者	
 

・大阪府南河内農と	
 

緑の総合事務所	
 

・千早赤阪村	
 

2.3250	
 

・金剛生駒紀泉国定公園第

２種・第３種特別地域	
 

・土砂流出防備保安林	
 

・国指定史跡（千早城跡）	
 

0	
 

(注２)	
 
Ｈ26/4	
 

Ｈ26/4～	
 

31/3	
 

５年間	
 

-	
 
※ボランティア	
 

にて保育間伐	
 

森から考え

るＥＳＤ学

びの森	
 

宮城県	
 

宮城郡	
 

利府町	
 

・宮城県	
 4.4300	
 ―	
 
150	
 

(注３)	
 	
 
Ｈ27/4	
 

Ｈ27/4～	
 

32/3	
 

５年間	
 

植樹	
 

注	
 １．植樹面積は約0.5haで、残りは成林している森（30年生前後）のため、体験活動などで活用。	
 

２．林齢40年生程度の人工林での森林づくり活動に関する協定であり当財団では植樹は実施なし。	
 

３．植栽面積は約0.07haで、残りは成林している森のため、体験活動などで活用。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

◇植栽からの経過期間が浅く、成林まで時間を要する	
 “ニッセイ桂湖の森”（富	
 

山県）について、協定更新を行った。（平成 21 年協定開始）	
 

	
 

◇“ニッセイ利府の森”近隣で、新たに協定を締結し“森から考えるＥＳＤ学び

の森”として環境教育防災林のモデル林としての森林づくりを開始する。近隣

の小中学校の学びのフィールドとしての活用を予定している。	
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 ２．行政機関・民間団体等による森林づくりへの支援	
 
	
 

	
 行政機関・民間団体等による埋立地や公園等、公益性の高い場所での事業で、財団がボラン	
 

ティア活動に参画している箇所について、資金支援等を行った。	
 

また、「居久根」再生支援（宮城県岩沼市）を実施し、岩沼市から皆野町ドングリ学校との

連携（苗木利用）の提案を頂き、検討を開始した。	
 

	
 	
 

	
 （１）全国の森林づくりボランティア活動場所の補完  
  

	
 	
 《実施箇所》	
 

開催日	
 活動名	
 所在地	
 支援内容	
 (平成26年度実績)	
 開始年度	
 備考	
 

H27.3.7	
 
大阪府共生の

森づくり	
 

大阪府	
 

堺市	
 

・	
 苗木代支援	
 （30万円）	
 

・	
 支社・本部ボランティア参加	
 

	
 	
 （約100名）	
 

Ｈ１７年度～	
 
産業廃棄物	
 

処理場跡地	
 

	
 

・「大沼ふるさとの森づくり」は、平成26年度の植樹祭は開催中止となり、支援金は発生しなかった。	
 

	
 

	
 

	
 （２）森林づくり団体等への助成  
  

	
 《実施箇所》	
 

開催日	
 活動名	
 所在地	
 支援内容	
 (平成26年度実績)	
 開始年度	
 備考	
 

H26.8.31	
 

岩沼市	
 

植樹祭	
 

(玉浦西地区)	
 

宮城県	
 

岩沼市	
 

・居久根支援（100万円）	
 

・財団出席	
 
Ｈ２６年度	
 

集団移転地

の周緑部	
 

	
 

	
 

	
 

	
 （３）その他  

	
 	
 	
 海外の森林保全再生活動への支援については、引き続き現況の把握に努めたが、事業実施機

関との連携が困難であり、生育状況や取組成果の把握はできなかった。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



12  

Ⅱ.森林を愛する人づくり事業	
 
	
 

１．平成２６年度の新規取組	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

２．各活動の具体取組	
 

	
 

	
 （１）森林づくりボランティア活動  
  

  

         “ニッセイの森”友の会のほか、地域の方々に参加いただく活動を継続するべく、広報面で

の取組を拡大した。ボランティア開催に際しては、原則現地の行政機関へ積極的に接触の上、

活動を周知するとともに、行政機関の職員方を含め、地域の方々にも参加いただけるよう働き

かけた。その結果、１０カ所において総数１３３名の一般参加者を集めることができた。	
 

	
 

◇財団ホームページ上に「学校の森フォーラム」を開設した。学校の森読本を活

用し、フォーラムメンバー登録勧奨を行ったが、目標としていた３０校には届

かず、２７校の登録にとどまった。学校の森サミットとのホームページ上での

相互リンク等フォーラムへの協力者を増やすきっかけは達成することが出来

た。	
 

	
 

◇“ニッセイの森”間伐材の活用に着手した。財団事業の認知度向上取組の一環

としてオーガニックフェスティバル「earth	
 garden」へ出店し、ネイチャーク

ラフトワークショップのプログラムを通じて、“ニッセイの森”間伐材の活用策

を試行することができた。	
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《平成２６年度開催実績》	
 

	
 

	
 	
 今年度も森林づくりボランティア参加者に向けたボランティアアンケートを実施した。ＰＤＣ

Ａサイクルを通じて、運営面での工夫に取り組んだ。昨年度のアンケート結果では、森で学びを

感じることが出来た人ほど、ボランティア参加に対する満足度が高いことが判明しており、この

点を踏まえ、今年度は、森の中での学びがあったかどうかという観点でヒアリング項目を改善し

アンケート調査を実施したが、回収率には改善の余地があった。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

開催日	
 開催地	
 施業内容	
 参加者数	
 地域との関わり	
 

H26.4.26	
 八王子の森	
 枝払	
 ４３名	
 -	
 

H26.5.10	
 高尾の森	
 除伐	
 ５４名	
 -	
 

H26.5.17	
 社の森	
 枝払	
 ５３名	
 
・加東市役所との連携	
 

・地元畑地区から一般参加	
 

H26.5.31	
 千早の森	
 間伐	
 ６２名	
 ・千早赤阪村との連携及び参加	
 

H26.6.7	
 夏泊の森	
 除伐２類	
 ４４名	
 ・平内町との連携及び参加	
 

H26.6.14	
 員弁の森	
 除伐	
 ３８名	
 -	
 

H26.7.26	
 京丹波の森	
 下刈	
 ９７名	
 
・京都府・京丹波町との連携及び参加	
 

・和田区山林管理会から運営参画	
 

〃	
 内灘の森	
 下刈	
 ７０名	
 ・石川県・内灘町との連携及び参加	
 

H26.8.23	
 富士の森	
 下刈	
 １９３名	
 ・静岡県・富士宮市との連携	
 

〃	
 桂湖の森	
 下刈	
 ９０名	
 ・富山県・南砺市との連携及び参加	
 

H26.8.30	
 支笏湖の森	
 下刈	
 １３０名	
 ・札幌市から一般参加	
 

H26.9.20	
 筑前の森	
 枝払・ツル切	
 雨天中止	
 
・筑前町役場との連携及び参加	
 

・筑前町各地区から一般参加	
 	
 が予定された	
 

H26.9.27	
 飛騨清見の森	
 枝払	
 
林道被害の	
 

ため中止	
 
－	
 

H26.10.11	
 美の山の森	
 ツル切	
 １４５名	
 
・埼玉県・皆野町との連携及び参加	
 

・皆野町から一般参加	
 

H26.10.18	
 三好の森	
 除伐	
 ５７名	
 －	
 

〃	
 川崎の森	
 ツル切	
 ６６名	
 -	
 

H26.11.29	
 熊本の森	
 ツル切	
 １５０名	
 
・熊本県・熊本市との連携及び参加	
 

・地元企業から一般参加	
 

〃	
 熱海の森	
 除伐２類	
 ６２名	
 -	
 

H26.12.13	
 川本の森	
 枝払	
 大雪中止	
 -	
 

H27.3.7	
 大阪府共生の森づくり	
 植樹	
 １００名	
 -	
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 （２）学校の森フォーラムの開設  
  

  

         平成２６年度に開設した「学校の森フォーラム」について、初年度３０校のフォーラムメン

バー登録を目標に、参加勧奨活動を推進した。	
 

	
 

（ア）	
 フォーラムメンバー参加勧奨	
 

	
 	
 	
 	
 年間を通じて、小中学校４０校、教育委員会２１か所、森林環境教育関連団体等２２か所

の訪問を行い、フォーラムメンバーは２７校（平成２７年３月３１日時点）が登録。次年度

も引き続き参加勧奨を実施し拡大を図る。	
 

	
 

（イ）	
 第２回復興支援シンポジウム“広がれ、つながれ学校の森”との連携	
 

学校の森フォーラムの普及に向けて、財団の学校の森への取組方針を示し、第２回復興支

援シンポジウムの開催結果をまとめた「学校の森読本」を作成し、学校や関係団体へ参加

勧奨の目的で活用した。	
 

	
 

（ウ）	
 学校の森サミット実行委員会への参画	
 

	
 	
 学校の森フォーラムの幅広い活用を目指して、林野庁が関わる学校の森サミット実行委員	
 

会メンバーとして運営協力を実施した。	
 

	
 

	
 	
 （エ）第３回復興支援シンポジウム“広がれ、つながれ学校の森”の開催	
 
	
 

① 宮城県仙台市内にて開催したシンポジウムでは子ども達の発表に加え、学校の森フォ
ーラムメンバーである学校現場の先生方を主たる対象にした分科会を実施し、各校で

の取組や、課題等の情報交換を通じて、学校の森の取組の普及に努めた。	
 

② 復興支援シンポジウム参加校間での質問や回答などの交流をフォーラム会員サイトで
実施するとともに、シンポジウム参加校間での交流も始まっている。	
 

	
 

＜協力＞宮城県森林インストラクター協会、一般社団法人地球の楽好	
 

＜後援＞林野庁、東北地方環境事務所、公益社団法人国土緑化推進機構、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、	
 

河北新報社、KHB東日本放送、株式会社日本林業調査会、日本教育新聞社、日本生命仙台支社	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

開催日	
 シンポジウムテーマ	
 参加者数	
 内容	
 

H27.1.24	
 
「第３回復興支援シンポジウム	
 

“広がれ、つながれ学校の森”」	
 

総勢２５０名超	
 

（教師・一般参加	
 

生徒・児童）	
 

・「学校の森」取組発表	
 

・木工体験	
 

・先生他参加者での分科会	
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《発表校一覧	
 計１１校》	
 

参加地域	
 発表学校名	
 発表テーマ	
 

熊本県	
 球磨村	
 一勝地小学校	
 気づき	
 考え	
 行動する	
 球磨村っ子をめざして～身近な環境から、ふるさと再発見～	
 

岡山県	
 西粟倉村	
 西粟倉小学校	
 森とともに生きる村のふるさと元気学習～ふるさとづくり～	
 

兵庫県	
 神戸市	
 妙法寺小学校	
 大好き！ぼくたちわたしたちの自教園(自然教育園)	
 

大阪府	
 和泉市	
 南横山小学校	
 私たちを育ててくれる学校林～これまでも、これからも～	
 

福島県	
 いわき市	
 久之浜第一小学校	
 町を守る防災緑地の取り組み	
 

宮城県	
 

仙台市	
 

愛子小学校	
 学校活動における愛子の森の活用について	
 

泉松陵小学校	
 豊かなけやき山	
 

大沢中学校	
 地域の自然を守る～地域の方々 との学校林の整備をとおして～	
 

南材木町小学校	
 やる気と工夫で校庭が学校の森に大変身	
 

大衡村	
 大衡小学校	
 地域とともに「ちびっこ山」で元気にたくましく	
 

柴田町	
 柴田小学校	
 みんなで作る「わくわくの森」元気もりもり！！柴田っ子	
 

《分科会一覧》	
 

分科会	
 テーマ	
 

第一分科会	
 

「学校経営方針の視点から見た生きる力を育む学校の森の活用について」	
 

事例発表：西粟倉小学校	
 鳥越先生、南材木町小学校	
 横山校長先生	
 

コメンテーター：冨田前東愛宕中学校校長先生	
 

第二分科会	
 

「授業づくりという視点から見た生きる力を育む学校の森の活用について」	
 

事例発表：妙法寺小学校	
 井上先生、泉松陵小学校	
 麻生先生	
 

コメンテーター：宮城県森林インストラクター協会	
 日下前会長	
 

第三分科会	
 

「教育委員会の視点から見た生きる力を育む環境教育と学校の森の活用について」	
 

事例発表：熊本県教育委員会	
 福冨審議員、一勝地小学校	
 國武校長先生	
 

コメンテーター：立教大学	
 阿部教授	
 

	
 	
 

	
 

	
 （３）森林環境教育  
  

  

	
 	
 	
 	
 	
 ア．「ふれあい森林教室」の開催	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 宮城県森林インストラクター協会などの協力の下、地球の楽好と共催して、被災地（宮城

県・福島県）の子どもとその保護者を“ニッセイ利府の森”へ招待し、年４回開催。	
 

	
 内容は、森林整備体験や自然観察、ネイチャークラフト等参加者が自然環境に対する理解

を深めると同時に、自然の中で心を解放して感性を醸成できるものとなるよう工夫を凝らし

た。	
 

	
 また、大阪森林インストラクター会の協力の下、公益財団法人日本生命済生会と共催して、

「子ども達が自然を体験して、自然に関心を持ち、外で遊ぶ楽しさを学び、健康への第一歩

とする」プログラムを昨年に引き続き大阪にて実施した。	
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《平成26年度開催実績》	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 日本生命済生会共催ふれあい森林教室	
 

	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 なお、子どもとその保護者対象の森林学習と施業体験をプログラムとする「ニッセイ森の	
 

	
 	
 	
 探検隊（主催：日本生命）」の兵庫県での開催分については、昨年度に引き続き、財団自身

による食育プログラムを実施した。	
 

《平成２６年度開催実績》	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

開催日	
 対象者	
 参加者数	
 

H26.4.26	
 福島県内の子どもと保護者	
 ６８名	
 

H26.7.31	
 福島県内の子どもと保護者	
 ３５名	
 

H26.8.4	
 宮城県内の子どもと保護者	
 ４５名	
 

H26.10.26	
 宮城県・福島県内の子どもと保護者	
 ６３名	
 

開催日	
 対象者	
 参加者数	
 

H26.11.8	
 大阪府内の子どもと保護者	
 ４２名	
 

開催日	
 開催地	
 参加者数	
 内容	
 

H26.7.19	
 兵庫県立やしろの森公園（兵庫県）	
 ３０名	
 

・間伐体験	
 

・食育プログラム	
 

（石窯ピザ作り等）	
 

・自然観察	
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イ．「ドングリ学校」の開催	
 

埼玉県秩父郡皆野町の３小学校の児童によるドングリ学校を以下の通り開催した。２年目

となる被災地のドングリを使った「ドングリ学校」については、「ドングリ学校～被災地に

届けよう！緑の苗木」とテーマを持たせ、子どもたちが「被災地へ緑を届ける役割を担う」

と意識付けを行ったうえで、ポット苗を作成した。	
 

なお、被災地での植栽場所については、宮城県岩沼市の千年希望の丘周辺とすることにつ	
 

いて岩沼市担当者と協議を進めた。	
 

	
 

《平成２６年度開催実績》	
 

	
 

ウ．「学校の森」支援	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 復興支援事業として「環境教育防災林」の普及を目的に、宮城県森林インストラクター協

	
 	
 	
 会と連携して、学校の森実践校に対して事業が軌道に乗るまでの３年間の資金支援として	
 

（平成２６年度最終年度）、宮城県仙台市立泉松陵小学校に対して１０万円の支援を実施し	
 

た。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

開催日	
 開催地	
 参加者数	
 内容	
 

H26.4.15	
 ニッセイ美の山の森	
 
皆野町小学４年生（７８名）	
 

・保護者（２０名）の合計９８名	
 
・美の山公園への植樹	
 

H26.11.6	
 皆野町の小学校３校	
 
皆野町小学１年生（６４名）	
 

・保護者（２５名）の合計８９名	
 
・どんぐり(３種)を播種	
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 （４）知識学習プログラムの提供  
  

  

	
 	
 	
 	
 	
 ア．ニッセイ緑の環境講座	
 
  
	
 

	
 	
 	
 	
 「ニッセイ緑の環境講座	
 〜持続可能な地域づくりのフロントランナー〜」と題し、	
 

東京・大阪で開催した。	
 

	
 

《東京開催概要	
 「秩父百年の森構想」の事例》	
 

＜協力＞公益社団法人日本環境教育フォーラム	
 

＜後援＞林野庁、公益社団法人国土緑化推進機構、株式会社日本林業調査会	
 

	
 

《大阪開催概要	
 「水俣の源流で取組んだ20年の軌跡」の事例》	
 

＜協力＞公益社団法人日本環境教育フォーラム	
 

＜後援＞林野庁、公益社団法人国土緑化推進機構、株式会社日本林業調査会	
 

	
 

イ．日本生命財団ワークショップ	
 
  

日本生命財団の環境問題助成ワークショップ「被災地域コミュニティの復興と再生」の	
 

テーマが当財団の事業テーマと関わることから共同開催した。	
 

  

  

  

開催日	
 講演者	
 内容	
 参加者数	
 

H27.1.31	
 

山中	
 敬久	
 氏	
 	
 

（秩父樹液生産協同組合	
 代表）	
 

伊佐	
 裕	
 氏	
 

（伊佐ホームズ株式会社	
 代表取締役）	
 

田島	
 克己	
 氏	
 

（ＮＰＯ法人秩父百年の森	
 理事長）	
 

島﨑	
 武重郎	
 氏	
 

（ＮＰＯ法人秩父百年の森	
 副理事長）	
 

井原	
 愛子	
 氏	
 

（秩父樹液生産協同組合）	
 

（１）秩父地域での取組について	
 

島﨑氏は全体の取り組み概要	
 

山中氏は川上領域	
 

伊佐氏は川下領域を分担して発表。	
 

（２）参加者と発表者との質疑応答	
 

５１名	
 

開催日	
 講演者	
 内容	
 参加者数	
 

H27.2.14	
 

沢畑	
 亨	
 氏	
 	
 

（愛林館	
 	
 館長）	
 

永野	
 三智	
 氏	
 	
 

（一般財団法人水俣病センター相思社）	
 

（１）沢畑氏は水俣の源流域で続けて

きた取組、永野氏は水俣病事件「支援

者第二世代の試み」と題して発表。	
 

（２）参加者と発表者との質疑応答	
 

４１名	
 

開催日	
 テーマ	
 参加者数	
 内容	
 

H27.2.7	
 
「被災地域コミュニティの	
 

復興と再生」	
 
４０名	
 

・「被災地域コミュニティの復興と再生-自治体・

NGOとの協働によるボトムアップ型政策提言-」と

題し、代表研究者である東北大学の長谷川教授を

始め、各研究者、被災地域の当事者からの発表。	
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（５）財団事業の認知度向上取組  
  

  

	
 	
 	
 	
 ア．“ニッセイの森”間伐材の活用	
 	
 
  

	
 	
 	
 	
 	
 ①オーガニックフェスティバル「earth	
 garden」へ出店し、以下のプログラムを実施	
 

・“ニッセイ大多喜の森”の間伐材を利用したネイチャークラフトワークショップ	
 

・明治神宮自然観察ツアー	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 Facebookページの“いいね”の増加等より、当初の目的である認知度向上につながっ

たことを確認出来た。加えて、当イベントが“ニッセイの森”の間伐材活用策の試行

の場となり、次年度以降の新たな財団事業につながった。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 なお、２日間のブース出店において合計３２，１０７円の寄付金を頂いた。	
 

	
 

②“ニッセイ千早の森”コースターの配布	
 

	
 “ニッセイ千早の森”での間伐材を利用したコースターを作成し、ボランティア開

催時、関係先訪問時等で使用した。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 イ．情報発信の充実	
 
  

①財団オフィシャルホームページのリニューアル	
 

	
 コンテンツの充実を目的としてホームページのリニューアルを実施した。今年度は、

学校の森フォーラムの新設、“earth	
 garden”出店等が大きく貢献し、週平均アクセ

ス１７５（対前年８０.４%）と昨年度末からの増加傾向を更に引き伸ばし大幅に進展

した。	
 

③ Facebookページでの情報発信	
 
財団ページへの“いいね！”２００を目標としていたが、今年度上述のイベントや、

ボランティア活動での呼びかけを通じて年度末約３００の“いいね！”を達成した。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

開催日	
 出店内容	
 参加者数	
 内容	
 

H26.1.17	
 

	
 	
 	
 ～18	
 

ネイチャークラフト	
 

ワークショップ	
 

１７日：４３名	
 

１８日：５１名	
 

合計：９４名	
 

“ニッセイ大多喜の森”の間伐材を活用

し、皿・箸づくりを実施。	
 

明治神宮自然観察ツアー	
 

１７日：１１名	
 

１８日：２３名	
 

合計：３４名	
 

神宮の杜の語り部である田中林苑主幹に境

内をご案内頂いた。	
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Ⅲ.復興支援事業	
 	
 ～活動で得た教訓を人づくり事業に活かす～	
 
	
 

	
 １．森林づくり事業	
 
	
 

（１）「法人の森林」での施業  

居住制限区域となっている「飯舘の森」以外の箇所については、他の箇所と同様に生育状況・	
 

成林可能性ランクに応じた施業体系に基づいて施業・調査を実施した。  

	
 

	
 （２）岩沼市における集団移転先での「居久根」再生支援   <１１頁参照>  

資金支援及び、植樹祭のボランティアに参加した。また、埼玉県皆野町で開催している「ド	
 

ングリ学校」と連携し、「ドングリ学校」で育てた苗木の植樹地として宮城県岩沼市千年希望	
 

の丘周辺を検討。  

	
 

２．森林を愛する人づくり事業	
 
	
 

（１）森林づくりボランティア活動   <１３頁参照>	
 

	
 	
 「川崎の森」（宮城県）において、森林施業ボランティア活動を開催し、”ニッセイの森”	
 

友の会(日本生命保険相互会社福島支社)の参加者５５名を中心とした総勢６６名にて育樹活

	
 動(除伐)を実施した。	
 

	
 

（２）「学校の森」普及活動   <１４頁、１７頁参照>  

第３回復興支援シンポジウム“広がれ、つながれ学校の森”の開催及び学校の森、特に「環	
 

境教育防災林」の普及を目的に学校の森フォーラムを財団ホームページ上に立ち上げた。	
 

また「学校の森」運営支援として、宮城県森林インストラクター協会と連携し、３年間の最	
 

終年度として、宮城県仙台市立泉松陵小学校に対して１０万円の支援を実施。	
 
	
 

	
 	
 

（３）「ふれあい森林教室」   <１５頁参照>  

	
 	
 	
 宮城県利府町において、宮城県・福島県の子どもたち、保護者を対象に宮城県森林インスト	
 

ラクター協会・地球の楽好などの協力の下、計４回開催した。	
 

	
 

（４）「ドングリ学校」   <１７頁参照>  

平成２５年以降に埼玉県皆野町内の小学校で播種・育成した苗木については、平成２８年度	
 

以降に宮城県岩沼市の千年希望の丘周辺への植樹を検討。	
 

	
 

（５）「日本生命財団ワークショップ」   <１８頁参照>  

“被災地域コミュニティの復興と再生”への共同開催。  
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（２）庶務事項 

 

１ 理事会 
	
 

（１）第１３回理事会	
 
	
 

○平成２６年６月４日開催（於	
 日本生命日比谷ビル）	
 

○議事	
 

【決議事項】	
 

第１号議案	
 	
 平成２５年度決算における指定正味財産から一般正味財産への

移管について 
第２号議案	
 	
 平成２５年度事業報告並びに決算案承認の件 
第３号議案	
 	
 第７回評議員会招集の件 

【報告事項】	
 

第１号議案	
 	
 内部統制システムの件 
以上決議事項第１号議案から第３号議案は承認可決され、報告事項第１号

議案は報告の上、了承された。なお、代表理事、業務執行理事より、定款第

２９条第３項に基づく自己の職務の執行の状況報告があった。	
 

	
 

（２）第１４回理事会	
 
	
 

○平成２６年６月２０日開催（決議省略）	
 

○議事	
 

第１号議案	
 	
 常務理事・業務執行理事選定の件 
第２号議案	
 	
 理事の報酬等配分の件 
第３号議案	
 	
 役員退任慰労金支給の件 

代表理事が上記の議案を提案し、理事全員から書面により同意の意思表示

を得、監事全員から書面により異議がない旨の意思表示を得たので、定款第

４２条に基づき第１号議案から第３号議案を承認可決する旨の理事会決議が

あったものとみなされた。	
 

	
 

（３）第１５回理事会	
 
	
 

○平成２７年３月２日開催（決議省略）	
 

○議事	
 

第１号議案	
 第８回評議員会招集の件	
 

代表理事が上記の議案を提案し、理事全員から書面により同意の意思表示

を得、監事全員から書面により異議がない旨の意思表示を得たので、定款第

４２条に基づき第１号議案を承認可決する旨の理事会決議があったものとみ

なされた。	
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(４)	
 第１６回理事会	
 
	
 

○平成２７年３月１６日開催（於	
 日本生命日比谷ビル）	
 

○議事	
 

【決議事項】	
 

第１号議案	
 	
 平成２６年度	
 森林整備基金取り崩しの件 
第２号議案	
 	
 平成２６年度	
 収支予算補正の件 
第３号議案	
 	
 平成２７年度	
 事業計画の件 
第４号議案	
 	
 平成２７年度	
 収支予算の件 
第５号議案	
 	
 内部統制システムの件 
【報告事項】	
 

第１号議案	
 	
 	
 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び同法施行規則の改正に	
 

ついて	
 

以上決議事項第１号議案から第５号議案は承認可決され、報告事項第１号

議案は報告の上、了承された。なお、代表理事、業務執行理事より、定款第

２９条第３項に基づく自己の職務の執行の状況報告があった。	
 

	
 

	
 

２ 評議員会 
	
 

（１）第７回評議員会	
 
 
○平成２６年６月２０日開催（於	
 日本生命日比谷ビル） 
○議事	
 

【決議事項】	
 

第１号議案	
 	
 評議員の選任の件 
第２号議案	
 	
 理事の選任の件 
第３号議案	
 	
 役員及び評議員の報酬等の件 
第４号議案	
 	
 役員退任慰労金支給の件 

【報告事項】	
 

第１号議案	
 	
 平成２５年度決算における指定正味財産から一般正味財産への移

管について 
第２号議案	
   平成２５年度	
 事業報告並びに決算の件 
第３号議案	
   内部統制システムの件 

以上決議事項第１号議案から第４号議案は承認可決され、報告事項第１号

議案から第３号議案は報告の上、了承された。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



23  

（２）第８回評議員会	
 
	
 

○平成２７年３月１６日開催（於	
 日本生命日比谷ビル）	
 

○議事	
 

【決議事項】	
 

第１号議案	
 	
 定款の一部改正の件 
【報告事項】	
 

第１号議案	
 	
 平成２６年度	
 森林整備基金取り崩しの件 
第２号議案	
 	
 平成２６年度	
 収支予算補正の件 
第３号議案	
 	
 平成２７年度	
 事業計画の件 
第４号議案	
 	
 平成２７年度	
 収支予算の件 
第５号議案	
 	
 内部統制システムの件 
第６号議案 	
 	
 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び同法施行規則

の改正について 
以上決議事項第１号議案は承認可決され、第１号議案から第６号議案は報

告の上、了承された。	
 

	
 

	
 

３ 評議員・役員等の異動 
	
 

	
 

（１）評議員の異動	
 

	
 
○平成２６年６月２０日開催の評議員会において、阿部	
 治氏を評議員に選任した。

（任期：平成３０年６月定時評議員会終結の時まで）	
 

	
 

（２）理事及び常務理事・業務執行理事の異動	
 
○大迫常務理事・業務執行理事は平成２６年６月２０日開催の評議員会終結の時を

もって辞任した。	
 

○平成２６年６月２０日開催の評議員会において、西野	
 孝氏を理事に選任し、同

日開催の理事会において、西野	
 孝氏を常務理事・業務執行理事に選定した。	
 

（大迫理事退任の補欠としての任期：平成２７年６月定時評議員会終結の時ま

で）	
 

	
 

	
 

４ 登記、届出事項等 
	
 	
 	
 	
 

（１）登記事項	
 
	
 	
 	
 	
 

平成２６年６月２４日	
 評議員・理事・会計監査人の変更（就任並びに退任）登記を

行った。	
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（２）内閣府への届出・提出事項	
 

	
 
平成２６年６月３０日	
 事業報告等に係る書類を提出した。	
 

平成２６年７月	
 ４日	
 就任（又は退任）した理事等の変更届出を行った。	
 

平成２７年３月２５日	
 事業計画書等に係る書類を提出した。	
 

平成２７年３月２６日	
 定款の変更届出を行った。	
 

	
 

なお、平成２７年２月２０日、公益財団法人移行後初めての内閣府による立入検

査を受け、特段の問題なく終了した。	
 

	
 

	
 

５ 寄付金の受入れ 
	
 

平成２６年４月２２日	
 ニッセイの森友の会より、公益目的事業資金として	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ５００万円の寄付金を受け入れた。	
 

	
 

平成２６年７月	
 ８日	
 日本生命保険相互会社より、指定正味財産として	
 

１２,２００万円の寄付金を受け入れた。	
 

	
 

また、財団事業に賛同する個人より公益目的事業資金として合計３２,７４７円の

寄付金を受け入れた。	
 

	
 

	
 

６ その他 
	
 

平成２６年	
 ８月３１日	
 宮城県岩沼市集団移転地での居久根植栽支援に対し	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 て玉浦西まちづくり住民協議会より、感謝状を拝受し	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 た。	
 

平成２６年１２月１５日	
 芝税務署による源泉所得税調査を受け、特段の問題	
 

なく終了した。	
 

	
 

附属明細書として、事業報告の内容を補足すべき重要事項はない。	
 

	
 

  

 

 



附 属 明 細 書

財 産 目 録

公益財団法人　ニッセイ緑の財団

財務諸表等並びに財産目録

第２２回（平成２６年度）

貸 借 対 照 表

正 味 財 産 増 減 計 算 書

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記



（単位:円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ	
 資産の部

1	
 流動資産

現金預金 10,434,082 3,262,503 7,171,579

前払金 96,138 3,880,338 ▲ 3,784,200

未収金 22,590 314,177 ▲ 291,587

未収利息 6,157,228 6,247,657 ▲ 90,429

貯蔵品 0 0 0

仮払金 0 0 0

流動資産合計 16,710,038 13,704,675 3,005,363

　 　

2	
 固定資産 　 　

（１）基本財産 　 　

　 基本財産引当普通預金 10,410,231 10,256,097 154,134

基本財産引当投資有価証券 1,489,589,769 1,489,743,903 ▲ 154,134

基本財産合計 1,500,000,000 1,500,000,000 0

（２）特定資産 　 　

	
 	
 森林整備基金引当普通預金 3,065,424 1,928,720 1,136,704

	
 	
 森林整備基金引当定期預金 0 0 0

	
 	
 森林整備基金引当投資有価証券 410,226,063 425,362,767 ▲ 15,136,704

森林整備基金引当資産計 413,291,487 427,291,487 ▲ 14,000,000

森林資産取得普通預金 0 9,078 ▲ 9,078

森林環境保全特定引当普通預金 28,500,000 28,500,000 0

退職給付引当普通預金 13,869,000 20,837,200 ▲ 6,968,200

森林資産 682,187,691 661,297,542 20,890,149

看板等構築物 221,402 4 221,398

特定資産合計 1,138,069,580 1,137,935,311 134,269

　 　

（３）その他固定資産 　 　

ソフトウエア 282,147 387,952 ▲ 105,805

什器備品 13,862 99,961 ▲ 86,099

電話加入権 224,952 224,952 0

出資金 20,000 20,000 0

敷金 6,457,300 6,457,300 0

その他固定資産合計 6,998,261 7,190,165 ▲ 191,904

固定資産合計 2,645,067,841 2,645,125,476 ▲ 57,635

資産合計 2,661,777,879 2,658,830,151 2,947,728

　 　

Ⅱ	
 負債の部 　 　

1	
 流動負債   

未払金 3,077,138 2,300,552 776,586

預り金 18,069 16,600 1,469

賞与引当金 1,386,500 1,385,167 1,333

流動負債合計 4,481,707 3,702,319 779,388
　 　

2	
 固定負債   

退職給付引当金 13,869,000 20,837,200 ▲ 6,968,200

固定負債合計 13,869,000 20,837,200 ▲ 6,968,200

負債合計 18,350,707 24,539,519 ▲ 6,188,812

　 　

Ⅲ	
 正味財産の部 　 　

1	
 指定正味財産

指定正味財産合計 2,623,979,178 2,617,098,107 6,881,071

（うち基本財産への充当額） (1,500,000,000) (1,500,000,000) (0)

（うち特定資産への充当額） (1,123,979,178) (1,117,098,107) (6,881,071)

　 　

2	
 一般正味財産 19,447,994 17,192,525 2,255,469

（うち特定資産への充当額） (221,402) (4) (221,398)

正味財産合計 2,643,427,172 2,634,290,632 9,136,540

負債及び正味財産合計 2,661,777,879 2,658,830,151 2,947,728

 

科　　　　　　　目

貸借対照表
平成27年3月31日現在



No.1（単位：円）

（１）経常収益

基本財産運用益 10,565,272 10,553,995 11,277
基本財産受取利息振替額 10,565,272 10,553,995 11,277
基本財産受取利息 0 0 0

特定資産運用益 931,618 825,213 106,405

森林整備基金受取利息振替額 931,618 816,954 114,664

森林整備基金受取利息 0 8,259 ▲ 8,259
退職給付引当受取利息 0 0 0

受取補助金 10,698,418 4,743,531 5,954,887
受取造林補助金振替額 10,698,418 4,743,531 5,954,887

受取寄付金 70,935,038 63,488,513 7,446,525
受取寄付金振替額 65,902,291 58,474,612 7,427,679
受取寄付金 5,032,747 5,013,901 18,846

森林整備基金取崩収入振替額 14,000,000 15,000,000 ▲ 1,000,000

森林整備基金取崩収入振替額 14,000,000 15,000,000 ▲ 1,000,000
森林環境保全特定引当預金振替額 28,500,000 28,500,000 0

森林環境保全特定引当預金振替額 28,500,000 28,500,000 0

雑収益 16,722 24,859 ▲ 8,137
運用財産利息収入 16,722 17,759 ▲ 1,037
雑収益 0 7,100 ▲ 7,100

経常収益計 135,647,068 123,136,111 12,510,957
（２）経常費用

事業費 117,924,828 106,861,550 11,063,278
　　（造林事業費以下計） 43,696,635 34,232,798 9,463,837
造林事業費 9,652,246 10,535,656 ▲ 883,410

国内植樹事業費 5,636,957 3,707,254 1,929,703

海外植樹事業費 0 0 0

森林愛護普及啓発事業費 25,802,867 17,296,264 8,506,603

付帯事業費 0 0 0
期首棚卸高 0 447,930 ▲ 447,930
期末棚卸高 0 0 0

構築物減価償却費 2,555,963 2,245,694 310,269
看板等減価償却費 48,602 0 48,602
　　（役員報酬以下計） 74,228,193 72,628,752 1,599,441

役員報酬 28,148,400 28,894,500 ▲ 746,100

給与手当 21,902,327 19,754,512 2,147,815
退職給付等費用 3,381,260 3,295,850 85,410
福利厚生費 6,435,675 6,220,634 215,041

旅費交通費 1,141,050 1,250,331 ▲ 109,281
通信運搬費 293,457 435,454 ▲ 141,997
消耗什器備品費 317,612 350,717 ▲ 33,105
消耗品費 171,768 224,176 ▲ 52,408

修繕費 373,700 518,656 ▲ 144,956
印刷製本費 36,180 34,560 1,620
光熱水費 200,058 184,023 16,035

賃借料 10,771,290 10,466,634 304,656

租税公課 3,150 850 2,300

寄付金 0 0 0
清掃費 441,480 409,380 32,100
渉外応接費 92,391 75,605 16,786

企画調査費 69,386 82,800 ▲ 13,414
雑費 276,295 257,355 18,940
什器備品減価償却費 77,489 77,490 ▲ 1

ソフトウェア減価償却費 95,225 95,225 0
管理費 17,808,779 17,564,977 243,802

役員報酬等 8,198,150 8,319,680 ▲ 121,530

給与手当 2,858,600 2,567,655 290,945
退職給付費用 960,540 934,650 25,890
福利厚生費 1,122,365 1,093,121 29,244
会議費 1,170,045 1,191,445 ▲ 21,400
旅費交通費 212,829 215,079 ▲ 2,250
通信運搬費 32,606 48,383 ▲ 15,777
消耗什器備品費 35,290 38,969 ▲ 3,679

消耗品費 19,085 24,908 ▲ 5,823
修繕費 41,521 57,629 ▲ 16,108
印刷製本費 4,020 3,840 180

光熱水費 22,230 20,447 1,783

賃借料 1,196,805 1,162,963 33,842
業務委託費 1,732,500 1,707,300 25,200
租税公課 3,150 850 2,300
寄付金 0 0 0
清掃費 49,056 45,480 3,576
渉外応接費 92,386 75,598 16,788
企画調査費 7,710 9,200 ▲ 1,490
雑費 30,701 28,590 2,111
什器備品減価償却費 8,610 8,610 0
ソフトウェア減価償却費 10,580 10,580 0

経常費用計 135,733,607 124,426,527 11,307,080
当期経常増減額 ▲ 86,539 ▲ 1,290,416 1,203,877

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

正味財産増減計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科目 当年度 前年度 増減



No.２（単位：円）

（１）経常外収益

森林保険金等収益 2,342,008 712,084 1,629,924
受取寄付金振替額 6,716,638 10,166,161 ▲ 3,449,523

経常外収益計 9,058,646 10,878,245 ▲ 1,819,599

（２）経常外費用

森林資産損失 6,716,638 4,244,734 2,471,904
経常外費用計 6,716,638 4,244,734 2,471,904

2,342,008 6,633,511 ▲ 4,291,503
他会計振替額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 2,255,469 5,343,095 ▲ 3,087,626
一般正味財産期首残高 17,192,525 11,849,430 5,343,095

一般正味財産期末残高 19,447,994 17,192,525 2,255,469

指定正味財産増加額 144,195,308 138,123,558 6,071,750

基本財産受取利息 10,565,272 10,553,995 11,277
森林整備基金受取利息 931,618 816,954 114,664
森林保険料返還金 0 9,078 ▲ 9,078
受取造林補助金 10,698,418 4,743,531 5,954,887
受取寄付金（日生） 122,000,000 122,000,000 0

一般正味財産への振替額（減少） ▲ 137,314,237 ▲ 128,255,253 ▲ 9,058,984
基本財産受取利息振替額 ▲ 10,565,272 ▲ 10,553,995 ▲ 11,277
森林整備基金受取利息振替額 ▲ 931,618 ▲ 816,954 ▲ 114,664

受取造林補助金振替額 ▲ 10,698,418 ▲ 4,743,531 ▲ 5,954,887
寄付金振替額 ▲ 72,618,929 ▲ 68,640,773 ▲ 3,978,156
森林整備基金取崩収入振替額 ▲ 14,000,000 ▲ 15,000,000 1,000,000

森林環境保全特定引当預金振替額 ▲ 28,500,000 ▲ 28,500,000 0
当期指定正味財産増減額 6,881,071 9,868,305 ▲ 2,987,234

内　森林資産増加額 20,881,071 24,859,227 ▲ 3,978,156

指定正味財産期首残高 2,617,098,107 2,607,229,802 9,868,305
Ⅲ　正味財産期末残高指定正味財産期末残高 2,623,979,178 2,617,098,107 6,881,071

2,643,427,172 2,634,290,632 9,136,540

正味財産増減計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科目 当年度

Ⅱ　指定正味財産増減の部

前年度 増減

２．経常外増減の部

当期経常外増減額



No.1（単位：円）

（１）経常収益

基本財産運用益 10,565,272 10,565,272

基本財産受取利息振替額 10,565,272 10,565,272

基本財産受取利息 0 0

特定資産運用益 931,618 931,618

森林整備基金受取利息振替額 931,618 931,618

森林整備基金受取利息 0 0

退職給付引当受取利息 0 0

受取補助金 10,698,418 10,698,418

受取造林補助金振替額 10,698,418 10,698,418

受取寄付金 53,126,259 17,808,779 70,935,038

受取寄付金振替額 48,093,512 17,808,779 65,902,291

受取寄付金 5,032,747 0 5,032,747

森林整備基金取崩収入振替額 14,000,000 0 14,000,000

森林整備基金取崩収入振替額 14,000,000 0 14,000,000

森林環境保全特定引当預金振替額 28,500,000 0 28,500,000

森林環境保全特定引当預金振替額 28,500,000 0 28,500,000

雑収益 16,722 0 16,722

運用財産利息収入 16,722 0 16,722

雑収益 0 0 0

経常収益計 117,838,289 17,808,779 135,647,068

（２）経常費用

事業費 117,924,828 0 117,924,828

　　（造林事業費以下計） 43,696,635 0 43,696,635

造林事業費 9,652,246 0 9,652,246

国内植樹事業費 5,636,957 0 5,636,957

海外植樹事業費 0 0 0

森林愛護普及啓発事業費 25,802,867 0 25,802,867

付帯事業費 0 0 0

期首棚卸高 0 0 0

期末棚卸高 0 0 0

構築物減価償却費 2,555,963 0 2,555,963

看板等減価償却費 48,602 0 48,602

　　（役員報酬以下計） 74,228,193 0 74,228,193

役員報酬 28,148,400 0 28,148,400

給与手当 21,902,327 0 21,902,327

退職給付等費用 3,381,260 0 3,381,260

福利厚生費 6,435,675 0 6,435,675

旅費交通費 1,141,050 0 1,141,050

通信運搬費 293,457 0 293,457

消耗什器備品費 317,612 0 317,612

消耗品費 171,768 0 171,768

修繕費 373,700 0 373,700

印刷製本費 36,180 0 36,180

光熱水費 200,058 0 200,058

賃借料 10,771,290 0 10,771,290

租税公課 3,150 0 3,150

寄付金 0 0 0

清掃費 441,480 0 441,480

渉外応接費 92,391 0 92,391

企画調査費 69,386 0 69,386

雑費 276,295 0 276,295

什器備品減価償却費 77,489 0 77,489

ソフトウェア減価償却費 95,225 0 95,225

管理費 0 17,808,779 17,808,779

役員報酬等 0 8,198,150 8,198,150

給与手当 0 2,858,600 2,858,600

退職給付費用 0 960,540 960,540

福利厚生費 0 1,122,365 1,122,365

会議費 0 1,170,045 1,170,045

旅費交通費 0 212,829 212,829

通信運搬費 0 32,606 32,606

消耗什器備品費 0 35,290 35,290

消耗品費 0 19,085 19,085

修繕費 0 41,521 41,521

印刷製本費 0 4,020 4,020

光熱水費 0 22,230 22,230

賃借料 0 1,196,805 1,196,805

業務委託費 0 1,732,500 1,732,500

租税公課 0 3,150 3,150

寄付金 0 0 0

清掃費 0 49,056 49,056

渉外応接費 0 92,386 92,386

企画調査費 0 7,710 7,710

雑費 0 30,701 30,701

什器備品減価償却費 0 8,610 8,610

ソフトウェア減価償却費 0 10,580 10,580

経常費用計 117,924,828 17,808,779 135,733,607
当期経常増減額 ▲ 86,539 0 ▲ 86,539

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

正味財産増減計算書内訳表
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科目 公益目的事業会計 法人会計 合計



No.２（単位：円）

（１）経常外収益

森林保険金等収益 2,342,008 0 2,342,008

受取寄付金振替額 6,716,638 0 6,716,638

経常外収益計 9,058,646 0 9,058,646

（２）経常外費用

森林資産損失 6,716,638 0 6,716,638

経常外費用計 6,716,638 0 6,716,638

2,342,008 0 2,342,008

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,255,469 0 2,255,469

一般正味財産期首残高 17,192,525 0 17,192,525

一般正味財産期末残高 19,447,994 0 19,447,994

指定正味財産増加額 126,386,529 17,808,779 144,195,308

基本財産受取利息 10,565,272 0 10,565,272

森林整備基金受取利息 931,618 0 931,618

受取造林補助金 10,698,418 0 10,698,418

受取寄付金（日生） 104,191,221 17,808,779 122,000,000

一般正味財産への振替額（減少） ▲ 119,505,458 ▲ 17,808,779 ▲ 137,314,237

基本財産受取利息振替額 ▲ 10,565,272 0 ▲ 10,565,272

森林整備基金受取利息振替額 ▲ 931,618 0 ▲ 931,618

受取造林補助金振替額 ▲ 10,698,418 0 ▲ 10,698,418

寄付金振替額 ▲ 54,810,150 ▲ 17,808,779 ▲ 72,618,929

森林整備基金取崩収入振替額 ▲ 14,000,000 0 ▲ 14,000,000

森林環境保全特定引当預金振替額 ▲ 28,500,000 0 ▲ 28,500,000

当期指定正味財産増減額 6,881,071 0 6,881,071

内　森林資産増加額 20,881,071 0 20,881,071

指定正味財産期首残高 2,617,098,107 0 2,617,098,107

指定正味財産期末残高 2,623,979,178 0 2,623,979,178

2,643,427,172 0 2,643,427,172

正味財産増減計算書内訳表
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

科目 公益目的事業会計

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高

法人会計 合計

２．経常外増減の部

当期経常外増減額



１、 継続事業の前提に関する注記

貸借対照表日において、継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は存在しない。

２、　重要な会計方針

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法
基本財産並びに森林整備基金で保有する全ての国債は満期保有目的の債券である。
このため償却原価法（定額法）を適用する。

（2） 棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産は総平均法による原価法によるものとする。 　

（3） 固定資産の減価償却の方法
　構築物及び什器備品について定額法による減価償却を実施している。表示方法は、直接法による。
ソフトウエアについては５年間の均等償却としている。

（4） 引当金の計上基準
　①退職給付引当金
　退職給付引当金は、役職員の期末退職給与の要支給額の全額に相当する金額を計上している。
②賞与引当金
　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

（5） リース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引 　
引き続き通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

（6） 消費税の処理
消費税の会計処理については、免税業者であるので、税込方式としている。

（7） 重要な会計方針の変更
なし

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記



３、　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
　　（単位：円）

基本財産
普通預金 10,256,097 10,375,703 10,221,569 10,410,231
投資有価証券 1,489,743,903 10,221,569 10,375,703 1,489,589,769

1,500,000,000 20,597,272 20,597,272 1,500,000,000
特定資産
(指定)森林整備基金引当資産 427,291,487 338,353,786 352,353,786 413,291,487
　　内　普通預金 1,928,720 3,295,245 2,158,541 3,065,424
　　内　投資有価証券 425,362,767 335,058,541 350,195,245 410,226,063

9,078 30,153,672 30,162,750 0
28,500,000 28,500,000 28,500,000 28,500,000

　(指定）森林整備基金引当資産退職給付引当資産 20,837,200 3,944,300 10,912,500 13,869,000
661,297,542 30,162,750 9,272,601 682,187,691

4 270,000 48,602 221,402

1,137,935,311 431,384,508 431,250,239 1,138,069,580

2,637,935,311 451,981,780 451,847,511 2,638,069,580

４、　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に

産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

基本財産
　 普通預金普通預金 10,410,231 (10,410,231) (0) ―
　 投資有価証券投資有価証券 1,489,589,769 (1,489,589,769) (0) ―

1,500,000,000 (1,500,000,000) (0) ―
特定資産
　 (一般）森林整備基金引当資産 413,291,487 (413,291,487) (0) ―
 　(指定）森林整備基金引当資産 28,500,000 (28,500,000) (0) ―
 　退職給付引当資産退職給付引当資産 13,869,000 ― ― (13,869,000)
 　(指定)森林環境保全特定引当普通預金 682,187,691 (682,187,691) (0) ―

221,402 (0) (221,402) ―

1,138,069,580 (1,123,979,178) (221,402) (13,869,000)

2,638,069,580 (2,623,979,178)　 (221,402) (13,869,000)

５、　担保に供している資産

なし

  科　         目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

小　　計

(指定)森林環境保全特定引当普通預金

(指定)森林資産

看板等構築物

小　　計

合　　計

(指定)森林資産取得普通預金

科　          目 当期末残高

小　　計

(指定)森林整備基金引当資産

(指定)森林環境保全特定引当普通預金

(指定)森林資産

看板等構築物

小　　計

合　　計



６、　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　 　 　

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

38,328,112 19,862,449 18,465,663
1,178,125 956,723 221,402 　

659,400 377,253 282,147
　 1,021,890 1,008,028 13,862

41,187,527 22,204,453  18,983,074

７、　保証債務等の偶発債務

なし。  

８、　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額､時価及び評価損益

 

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額､時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

時価

国債（基本財産）

第56回利付国債 194,310,020 206,184,453 11,874,433 ▲ 1 206184452.5

第90回利付国債 199,917,189 200,120,000 202,811 0 200120000.0

第280回利付国債 189,990,361 191,263,600 1,273,239 0 191263600.0

第286回利付国債 124,151,328 125,707,363 1,556,035 ▲ 6,493,588 119213775.0

第293回利付国債 191,639,780 194,308,968 2,669,188 0 194308968.0

第301回利付国債 194,450,389 198,775,051 4,324,662 ▲ 0 198775050.8

第308回利付国債 196,736,448 203,533,170 6,796,722 ▲ 0 203533169.9

第315回利付国債 198,394,254 208,260,163 9,865,909 0 208260163.4

　

国債（森林整備基金）

第96回利付国債 77,375,364 77,404,430 29,066 0 77404430.0

第104回利付国債 99,228,740 99,156,435 ▲ 72,305 0 99156435.0

第118回利付国債 111,916,126 112,269,560 353,434

第329回利付国債 121,705,833 123,965,140 2,259,307
1,899,815,832 1,940,948,333  41,132,501 41,132,501 1704713632.1

９、　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。
(単位：円）

交付者
貸借対照表上
の記載区分

北海道知事他
34件

0 　 10,698,418 10,698,418 　 0 　
一般正味財産

流動資産

科　          目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 (指定)構築物
 (一般)構築物

　　什器備品
　　ソフトウェア

合             計

科　          目 帳簿価額 時　　価 評価損益

合             計

補助金等の
名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

造林補助金



１０、　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

金額 　　 　
130,597,599

10,565,272
931,618

10,698,418
65,902,291
14,000,000
28,500,000
6,716,638

6,716,638

137,314,237

１１、　退職給付関係

（1） 採用している退職給付の概要

確定給付型の制度として退職一時金制度。

（2） 退職給付債務及びその内訳
（単位：円）

▲ 13,869,000

0
▲ 13,869,000

（3） 退職給付費用に関する事項
（単位：円）

4,341,800

0

4,341,800

（4） 退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

役員に対する退職慰労金の支給に備えるため、役員及び評議員の報酬等並びに費用の支給基準に基づく期末要支給額を
計上している。
職員に対する退職給付債務等の計算にあたっては、退職一時金制度に基づく期末自己都合要支給額を計上している。

１２、　その他

受取寄付金122,000千円は、日本生命保険相互会社からの寄付金である。

日本生命保険相互会社：大阪市中央区、生命保険業、

内容

経常収益への振替額
基本財産受取利息振替額
森林整備基金受取利息振替額
受取造林補助金振替額
受取寄付金振替額
森林整備基金取崩収入
森林環境保全振替額

経常外収益への振替額

②会計基準変更時差異の費用処理額

③退職給付費用（①＋②）

　　　　　総資産   616,794億円  （平成26年12月末、億円未満切捨て）

受取寄付金振替額

合　　　　　　計

①退職給付債務

②会計基準変更時差異の未処理額
③退職給付引当金（①＋②）

①勤務費用



 
１、　基本財産及び特定資産の明細

財務諸表の注記の３、基本財産及び特定資産の増減額及び残高に記載している。

２、　引当金の明細

引当金の明細は、以下のとおりである。
（単位：円）

目的使用 その他

1,385,167 1,386,500 1,385,167 0 1,386,500

退職給付引当金 20,837,200 3,944,300 10,912,500 0 13,869,000

22,222,367 5,330,800 12,297,667 0 15,255,500

貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明細書

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

賞与引当金

合計

期末残高



（単位：円）

使用目的等

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

現金 手元保管　 　

公益目的事業会計 99,449

法人会計 0 99,449

普通預金 三井住友銀行本店営業部

公益目的事業会計 10,334,633

法人会計 0 10,334,633  

前払金 　2件 平成27年度ﾘｰｽ料他 96,138

未収金 　1件 造林補助金 22,590

未収利息 第56回利付国債他 基本財産での国債未収利息 5,813,827

　 森林整備基金での国債未収利息 343,401 6,157,228

流動資産合計  16,710,038

２　固定資産

（１）基本財産

基本財産引当普通預金

三井住友銀行本店営業部 10,410,231

基本財産引当投資有価証券

第56回利付国債 194,310,020

第90回利付国債 199,917,189

第280回利付国債 189,990,361

第286回利付国債

SMBC日興証券	
 第一公益法人部野
村証券本店法人営業部 124,151,328

第293回利付国債 野村証券本店法人営業部 191,639,780 　

第301回利付国債 194,450,389

第308回利付国債 196,736,448

第315回利付国債 198,394,254 1,489,589,769

基本財産合計 1,500,000,000

（２）特定資産

(指定)森林整備基金引当普通預金

三井住友銀行本店営業部 　 3,065,424

(指定)森林整備基金引当定期預金

三井住友銀行本店営業部 0

(指定）森林整備基金引当投資有価証券

第96回利付国債 77,375,364

第104回利付国債 99,228,740

第118回利付国債 111,916,126

第329回利付国債 121,705,833 410,226,063

(指定）森林整備基金引当資産計 413,291,487

(指定)森林資産取得普通預金

三井住友銀行本店営業部 0

三井住友銀行本店営業部 28,500,000

三井住友銀行本店営業部 8,869,000

三菱東京UFJ銀行虎ノ門支店 5,000,000 13,869,000

682,187,691

221,402

（３）その他固定資産特定資産合計 　 1,138,069,580

（３）その他固定資産

ソフトウェア 会計ソフト 財団事業に使用 282,147

什器備品 ﾊﾟｿｺﾝ他 財団事業に使用 13,862

電話加入権 03-3501-5713番他 03-3501-5713番他 224,952

出資金 富士森林組合への出資金 財団事業遂行上必要 20,000

敷金 虎ノ門ＮＮﾋﾞﾙ 6,457,300

その他固定資産合計 6,998,261

固定資産合計 2,645,067,841

資産合計 2,661,777,879

Ⅱ　負債の部　

１　流動負債

未払金 法人カード利用等 財団事業遂行上必要な支払での未払い分 　 3,077,138

預り金 役職員負担社会保険料 納付期限までの預かり 18,069

賞与引当金 従業員に対するもの 従業員の上期賞与の支払に備えるため 1,386,500

流動負債合計 4,481,707

２　固定負債

退職給付引当金 役職員4名 当期末の退職金の支払に備えるため 13,869,000

固定負債合計  13,869,000

負債合計 18,350,707

正味財産 2,643,427,172

公益目的保有財産であり、運用益を
公益目的事業の財源として使用している

財　　産　　目　　録
平成27年3月31日現在

貸借対照表科目、場所・物量等 金　　　　　　　　額

運転資金として

運転資金として

公益目的保有財産である国債の償却原価法適用時の
アモチゼーション相当分と端数であり、速やかに国
債に再投資予定

公益目的事業の財源である国債の償却原価法適用時
のアモチゼーション相当分と端数であり、速やかに
国債に再投資予定

満期保有目的で保有し、運用益及び償還元本を公益
目的事業の財源として使用している

	
 退職給付引当普通預金

退職給付引当金に相当する額の積み立て

	
 (指定）森林環境保全特定引当普通預金 公益目的事業の財源であり、年度始から７月の
寄付金受け入れまでの事業資金として使用する

SMBC日興証券	
 第一公益法人部野
村証券本店法人営業部

公益目的事業の財源であり、特定された森林資産取
得資金として使用予定

事務局として使用する不動産確保のため
（公益目的保有財産９割、管理活動財産１割）

	
 (指定）森林資産 ニッセイ富士の森他
別紙明細表参照

公益目的保有財産であり、事業活動の結果で
あるとともに、事業の展開基盤でもある

	
 看板等構築物
ﾆｯｾｲ富士の森看板他

公益目的保有財産であり、分収造林契約上の
義務行為として設置している



（平成27年3月31日現在）

　　植樹地名称 森CD 　　　　所在地 　面積 分収林勘定

（ﾍｸﾀーﾙ) 　 (単位　円)

ニッセイ新冠の森 100 北海道新冠郡新冠町　新和国有林2072林班ね小班 1.5231 1,159,249

ニッセイ夏泊の森 101 青森県東津軽郡平内町茂浦  月泊山国有林433林班む小班 1.1642 1,478,627

ニッセイ仁別の森 102 秋田県秋田市仁別　仁別沢国有林45林班る小班 1.3549 1,603,245

ニッセイ軽井沢の森　① 103 長野県北佐久郡軽井沢町長倉　長倉山国有林2116林班れ1小班 1.7200 1,445,002

ニッセイ里美の森　　① 104 茨城県常陸太田市里川字猿喰　猿喰国有林2008林班う小班 1.4600 1,361,770

ニッセイ八王子の森 105 東京都八王子市下恩方町2549　滝ノ沢国有林205林班に小班 2.7800 3,369,674

ニッセイ南部の森　　① 106 山梨県南巨摩郡南部町上佐野栃廣　上佐野国有林98林班に1小班 2.1000 3,106,116

ニッセイ富士の森　　① 107 静岡県富士宮市栗倉2745　富士山国有林170林班の小班 2.3600 3,600,276

ニッセイ設楽の森　　① 108 愛知県北設楽郡設楽町田峯　段戸国有林151林班ち小班 3.0000 2,585,312

ニッセイ大津の森 109 滋賀県大津市田上森町　太神山国有林42林班ろ５・い３小班 2.5344 3,872,892

ニッセイ日高の森 110 和歌山県日高郡印南町大字川又　川又国有林56林班た小班 2.4419 2,083,778

ニッセイ宍粟の森 111 兵庫県宍粟市波賀町音水　音水国有林101林班よ小班 2.8000 3,551,870

ニッセイ八頭の森 112 鳥取県八頭郡智頭町大字八河谷　鳴滝山国有林51林班る３小班 1.1750 1,461,521

ニッセイ賀茂の森 113 広島県東広島市黒瀬町大字国近　茂助山国有林526林班よ小班 1.4937 2,052,371

ニッセイ窪川の森 114 高知県高岡郡四万十町窪川中津川　森ケ内山国有林3035林班い2小班 1.3576 1,049,028

ニッセイ琴海の森 115 長崎県長崎市長浦町　千々道国有林50林班ち1小班 2.2810 2,723,786

ニッセイ湯布院の森 116 大分県由布市湯布院町　由布鶴見岳国有林12林班い小班 2.1188 2,451,219

ニッセイ都城の森 117 宮崎県都城市高城町有水  大丸国有林28林班へ小班 1.2400 1,570,928

　　（第１回・H５年度植樹合計分） 34.9046 40,526,664

ニッセイ知内の森 118 北海道上磯郡知内町湯の里　湯の里国有林4029林班ぬ小班 1.1495 1,568,579

ニッセイ遠野の森 119 岩手県遠野市小友町  小友第三国有林234林班は小班 2.8151 2,717,800

ニッセイ月山の森 120 山形県西村山郡西川町月岡　仁田山国有林67林班く4小班 2.6072 3,959,315

ニッセイ軽井沢の森　② 121 長野県北佐久郡軽井沢町長倉　長倉山国有林2116林班れ2小班 1.8200 1,619,751

ニッセイ里美の森　　② 122 茨城県常陸太田市里川字猿喰　猿喰国有林2008林班う小班 1.8800 1,804,770

ニッセイ熱海の森 123 静岡県熱海市泉  泉国有林1027林班り小班 2.6800 3,827,340

ニッセイ南部の森　　② 124 山梨県南巨摩郡南部町上佐野栃廣　上佐野国有林98林班に1小班 1.5000 1,831,153

ニッセイ富士の森　　② 125 静岡県富士市大渕　富士山国有林196林班い5小班 2.3200 3,353,940

ニッセイ設楽の森　　② 126 愛知県北設楽郡設楽町田峯  段戸国有林151林班ち小班 3.0300 3,306,045

ニッセイ篠山の森 127 兵庫県篠山市 　高城山国有林206林班う小班 1.4174 1,834,562

ニッセイ吉野の森 128 奈良県吉野郡大淀町大字中増　高取山国有林47林班へ小班 1.5402 2,808,784

ニッセイ神郷の森 129 岡山県新見市神郷下神代　釜谷国有林598林班は小班 2.1500 2,543,654

ニッセイ大和の森 130 島根県邑智郡美郷町大字長藤　曲山国有林224林班わ小班 2.7778 3,373,937

ニッセイ徳地の森　　① 131 山口県山口市徳地柚木　滑山国有林2林班る小班 2.7967 3,465,702

ニッセイ琴南の森 132 香川県仲多度郡まんのう町勝浦　奈良ノ木国有林57林班い21小班 1.7261 2,295,017

ニッセイ八木山の森 133 福岡県飯塚市八木山　比舎田国有林3024林班い6小班 2.3734 3,757,575

ニッセイ田浦の森 134 熊本県葦北郡葦北町田浦　寺床国有林1064林班や・ふ小班 2.5369 2,688,924

ニッセイ阿久根の森 135 鹿児島県阿久根市鶴川内　田代鹿倉国有林1101林班に小班 2.4300 4,287,086

　　（第２回・H６年度植樹合計分） 39.5503 51,043,934

森　林　資　産　明　細　表
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ニッセイ幌加内の森 136 北海道雨竜郡幌加内町沼牛  幌加内国有林28林班に小班 1.3800 2,090,283

ニッセイ恵庭の森 137 北海道恵庭市盤尻  盤尻国有林5042林班と小班 1.0176 1,172,991

ニッセイ気仙沼の森 138 宮城県気仙沼市大峠山  大峠山国有林320林班ぬ2小班 2.7175 2,105,710

ニッセイいわきの森 139 福島県いわき市田人町　中ノ沢国有林379林班の小班 1.3198 1,613,848

ニッセイ藤原の森 140 栃木県日光市中三依　太郎岳国有林125林班に1小班 2.1500 3,309,677

ニッセイ桐生の森　　① 141 群馬県桐生市梅田町　残馬国有林461林班に1小班 1.4308 2,254,354

ニッセイ関川の森　　① 142 新潟県岩船郡関川村下関　大沢国有林1313林班こ3・4小班 2.1250 3,183,012

ニッセイ大多喜の森 143 千葉県夷隅郡大多喜町栗又　上修行堀国有林28林班へ3小班 1.4500 2,435,731

ニッセイ富士の森　　③ 144 静岡県富士市大渕  富士山国有林190林班は1小班 1.5600 5,363,280

ニッセイ木曽の森 145 長野県木曽郡上松町　小川入国有林149林班い1小班 2.5300 2,827,134

ニッセイ神岡の森 146 岐阜県高山市上宝町　ｦﾊｷﾞ　谷国有林2124林班る小班 2.0600 3,252,917

ニッセイ井手の森　　① 147 京都府綴喜郡井手町大字井手  山吹山国有林521林班れ小班 1.5900 2,886,443

ニッセイ美作の森　　① 148 岡山県津山市加茂町下津川  津川山国有林71林班む小班 1.8500 2,493,704

ニッセイ三和の森 149 広島県神石郡神石高原町大字時安　東山国有林783林班に小班 2.5054 3,478,970

ニッセイ玉川の森 150 愛媛県今治市玉川町木地　木地奥山国有林1054林班い14小班 2.5347 3,754,090

ニッセイ佐賀富士の森  ① 151 佐賀県佐賀市富士町　上下合瀬布巻国有林30林班わ1・ぬ1・は１小班 2.0587 3,045,837

　　（第３回・H７年度植樹合計分） 30.2795 45,267,981

ニッセイ標茶の森　　① 152 北海道川上郡標茶町阿歴内　51林班い小班 1.4900 1,508,055

ニッセイ栗駒の森　　① 153 宮城県大崎市鳴子温泉　鳥留川渕国有林160林班と7小班 1.3500 2,364,837

ニッセイ最上の森 154 山形県最上郡戸沢村古口　揚巻国有林2204林班に4小班 2.0010 3,149,459

ニッセイ桐生の森　　② 155 群馬県桐生市梅田町　残馬国有林461林班に2小班 1.6669 2,859,814

ニッセイ関川の森　　② 156 新潟県岩船郡関川村下関　大沢国有林1313林班こ5小班 2.2260 3,230,533

ニッセイ飯舘の森 157 福島県相馬郡飯舘村臼石字　菅田国有林2350林班れ小班 2.5200 3,039,416

ニッセイ黒羽の森 158 栃木県大田原市南方　田中国有林27林班や3小班 3.4600 5,139,115

ニッセイ七会の森 159 茨城県東茨城郡城里町小勝　高田国有林255林班た4小班 1.9400 2,952,887

ニッセイ高尾の森 160 東京都八王子市下恩方町　滝ノ沢国有林205林班へ小班 3.3600 4,628,000

ニッセイ富士の森　　④ 161 静岡県富士市大渕　富士山国有林190林班は3小班 1.5000 4,931,597

ニッセイ員弁の森　　① 162 三重県いなべ市北勢町　悟入谷国有林42林班い小班 1.2853 1,877,319

ニッセイ井手の森　　② 163 京都府綴喜郡井手町大字井手  山吹山国有林521林班れ小班 1.3322 2,027,217

ニッセイ美作の森　　② 164 岡山県津山市加茂町下津川  津川山国有林71林班う小班 1.2250 1,801,948

ニッセイ祖谷の森 165 徳島県三好市東祖谷落合　落合国有林151林班に2小班 2.9573 4,013,101

ニッセイ豊前の森 166 福岡県豊前市鳥居畑　犬ケ岳国有林1124林班り2小班 0.9454 1,539,310

ニッセイ佐世保の森 167 長崎県佐世保市里美　里美西ノ岳国有林1105林班ち１小班 1.4585 2,594,409

ニッセイえびのの森 168 宮崎県えびの市 昌明寺　 昌明寺国有林4046林班り１小班 2.9064 3,689,742

　　（第４回・H８年度植樹合計分） 33.6240 51,346,759
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ニッセイ標茶の森　　② 169 北海道川上郡標茶町阿歴内　51林班い小班 2.2400 2,470,669

ニッセイ栗駒の森　　② 170 宮城県大崎市鳴子温泉　鳥留川渕国有林160林班と8小班 1.3400 2,539,202

ニッセイ大船渡の森 171 岩手県大船渡市末崎町　末崎山国有林59林班は7小班 1.5108 2,366,025

ニッセイ能代の森 172 秋田県能代市母体　母体山国有林82林班は3小班 2.6354 3,857,740

ニッセイ利根の森 173 群馬県利根郡みなかみ町入須川　十二原国有林204林班た1小班 3.8417 5,647,368

ニッセイ富津高宕の森 174 千葉県富津市豊岡　蟻谷国有林116林班に小班 3.7500 6,783,912

ニッセイ富士の森　　⑤ 175 静岡県富士市大渕  富士山国有林196林班る小班 1.2600 4,592,306

ニッセイ多賀の森 176 滋賀県犬上郡多賀町大字八ツ尾山　八ッ尾山国有林87林班ろ小班 1.7676 2,529,430

ニッセイ飛鳥の森 177 奈良県吉野郡大淀町大字中増　高取山国有林47林班ち小班 3.4600 6,897,915

ニッセイ大原の森 178 山口県山口市徳地柚木　滑山国有林2林班ぬ小班 1.5659 2,520,542

ニッセイ鹿足の森 179 島根県鹿足郡吉賀町大字六日市　鹿足河内国有林547林班は小班 1.5082 2,515,913

ニッセイ土佐安芸の森 ① 180 高知県安芸市別役　大除平瀬山国有林27林班ろ1小班 3.4924 5,460,541

ニッセイ那珂川の森 181 福岡県筑紫郡那珂川町上梶原　上梶原国有林122林班よ1小班 1.3960 2,191,532

ニッセイ甘木の森　　① 182 福岡県朝倉市黒川　長迫国有林2036林班は小班 2.4200 4,107,691

ニッセイ阿蘇の森 183 熊本県阿蘇市西湯浦　 阿蘇深葉国有林12林班わ1小班 1.7248 2,551,133

　（第５回・H９年度植樹合計分） 33.9128 57,031,919

ニッセイ田子の森 184 青森県三戸郡田子町 相米 　小国深山国有林566林班は4小班 1.8555 2,435,226

ニッセイ金山の森 185 福島県大沼郡金山町太郎布　惣山国有林548林班ほ6小班 3.4622 6,723,445

ニッセイ宇都宮の森　① 186 栃木県宇都宮市新里町  鞍掛山国有林78林班は1・2小班 3.2471 4,402,189

ニッセイ富士の森　　⑥ 187 静岡県富士市大渕 　富士山国有林190林班は4小班 3.5100 11,948,100

ニッセイ中津川の森 188 岐阜県恵那市上矢作町  上村恵那国有林1091林班へ小班 2.1300 3,169,220

ニッセイ綾部の森 189 京都府綾部市釜輪町　奥山国有林55林班れ小班 3.2001 4,985,296

ニッセイ高野の森 190 和歌山県伊都郡高野町大字高野山  高野山国有林230林班ち小班 2.4400 3,856,336

ニッセイ因幡佐治の森 191 鳥取県鳥取市佐治町大字高山　山王谷国有林91林班ち小班 2.6460 4,455,866

ニッセイ小田深山の森 192 愛媛県喜多郡内子町中川　小田深山国有林58林班ろ1小班 3.4140 4,211,226

ニッセイ土佐安芸の森 ② 193 高知県安芸市別役　大除平瀬山国有林27林班ろ1小班 0.7699 1,090,906

ニッセイ甘木の森　　② 194 福岡県朝倉市黒川　長迫国有林2036林班は小班 1.3200 2,038,171

ニッセイ脊振の森 195 佐賀県神埼市脊振町  脊振山国有林21林班ほ6小班 1.4362 2,550,759

ニッセイ九重の森 196 大分県玖珠郡九重町　 扇山国有林1056林班ろ１小班 3.2965 4,431,730

ニッセイ国分の森　　① 197 鹿児島県霧島市国分郡田　高松国有林1090林班た1小班 1.4000 2,502,739

　（第６回・H１０年度植樹合計分） 34.1275 58,801,209

ニッセイ紋別の森 198 北海道紋別市上渚滑町中立牛　1061林班ほ小班 2.0175 2,142,867

ニッセイ阿寒の森　　① 199 北海道釧路市阿寒町　2042林班ろ小班 2.0000 1,554,924

ニッセイ松前福島の森 200 北海道松前郡福島町千軒　4194林班ろ小班 1.5877 2,199,295

ニッセイ田代の森 201 秋田県大館市岩瀬　岩瀬沢国有林2363林班は4小班 2.9217 4,592,320

ニッセイ宇都宮の森　② 202 栃木県宇都宮市新里町  鞍掛山国有林78林班は1・2小班 1.1765 1,777,768

ニッセイ湯沢の森　　① 203 新潟県南魚沼郡湯沢町土樽　西山東山国有林130林班い小班 4.0913 6,007,911

ニッセイ富士の森　　⑦ 204 静岡県富士市大渕 　富士山国有林196林班ろ小班 2.0700 3,463,082

ニッセイ飛騨清見の森 205 岐阜県高山市清見町　小井戸国有林54林班ろ小班 2.6987 4,615,469

ニッセイ野呂山の森 206 広島県呉市安浦町　野路山国有林531林班の小班 3.4223 5,274,747

ニッセイ三木の森 207 香川県木田郡三木町奥山　大満地国有林29林班ろ1小班 2.9540 3,065,959

ニッセイ金峰の森 208 熊本県玉名市天水町　熊野岳国有林159林班い1・い4小班 2.1450 3,064,084

ニッセイ木城の森　　① 209 宮崎県児湯郡木城町石河内　尾鈴国有林238林班い１小班 4.8800 7,903,727

ニッセイ国分の森　　② 210 鹿児島県霧島市国分郡田　高松国有林1090林班た1小班 2.2700 3,746,120

ニッセイ東市来の森 211 鹿児島県日置市東市来町湯田　堅山国有林61林班ぬ小班 1.6781 3,059,749

　（第７回・H１１年度植樹合計分） 35.9128 52,468,022
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ニッセイ浜益の森　　① 212 北海道石狩市浜益区　実田国有林557林班よ小班 2.0700 2,107,925

ニッセイ阿寒の森　　② 213 北海道釧路市阿寒町　2042林班ろ2小班 1.1300 1,196,953

ニッセイ湯沢の森　　② 214 新潟県南魚沼郡湯沢町土樽　西山東山国有林130林班い小班 3.1318 4,434,770

ニッセイ吾妻の森　　① 215 群馬県吾妻郡東吾妻町川戸　鳥帽子国有林74林班い1小班 4.4400 8,330,578

ニッセイ相模の森 216 神奈川県相模原市　谷山国有林258林班ち小班 2.9400 5,904,860

ニッセイ富士の森　　⑧ 217 静岡県富士市大渕　富士山国有林196林班ろ小班 1.4600 3,223,888

ニッセイ社の森　　　① 218 兵庫県加東市社町　朝光山国有林704林班に小班 1.7500 2,607,592

ニッセイ北房の森 219 岡山県真庭市五名　興法地国有林515林班ぬ小班 4.4955 7,577,445

ニッセイ川本の森 220 島根県邑智郡川本町大字川本　下り谷国有林269林班い小班 2.4840 4,624,257

ニッセイ三好の森 221 徳島県三好市東祖谷小島　小島国有林66林班ほ12小班 3.0971 3,740,626

ニッセイ水俣の森 222 熊本県水俣市湯出　湯出矢筈岳国有林1409林班ね2小班 2.1091 3,049,532

ニッセイ安心院の森 223 大分県宇佐市安心院町　中州国有林47林班か4小班 1.3970 2,395,629

ニッセイ木城の森　　② 224 宮崎県児湯郡木城町石河内　尾鈴国有林238林班い２小班 2.0300 2,900,862

ニッセイ垂水の森　　① 225 鹿児島県垂水市田神　後平国有林115林班は3小班 2.3000 3,569,047

　（第８回・H１２年度植樹合計分） 34.8345 55,663,964

ニッセイ浜益の森　　② 226 北海道石狩市浜益区　実田国有林557林班よ小班 2.0000 2,406,234

ニッセイ佐呂間の森 227 北海道常呂郡佐呂間町字武士　2026林班た小班 2.5961 2,762,103

ニッセイ紫波の森　　① 228 岩手県紫波郡紫波町土舘　山王海国有林404林班に6小班 3.8600 4,228,823

ニッセイ鮭川の森　　① 229 山形県最上郡鮭川村　切欠上野国有林2041林班へ17小班 1.4500 2,638,890

ニッセイ塙の森 230 福島県東白河郡塙町真名畑　入山国有林50林班ほ4小班 3.2700 5,511,390

ニッセイ吾妻の森　　② 231 群馬県吾妻郡東吾妻町川戸　鳥帽子国有林74林班い1小班 2.7900 5,628,505

ニッセイ富士の森　　⑨ 232 静岡県富士市大渕  富士山国有林199林班ぬ小班 1.6100 6,382,633

ニッセイ日原の森 234 島根県鹿足郡津和野町佐鐙　高嶺芦谷国有林516林班と小班 1.3112 2,527,760

ニッセイ加茂川の森 235 岡山県加賀郡吉備中央町　加茂山国有林838林班は小班 1.7722 2,776,820

ニッセイ三次の森 236 広島県三次市布野町大字下布野　宇遠木山国有林33林班わ小班 0.6438 1,046,211

ニッセイ安芸の森 237 高知県安芸市古井　揚ケ谷山国有林10林班い11小班 2.0983 3,483,201

ニッセイ佐賀富士の森　② 238 佐賀県佐賀市富士町　上合瀬布巻国有林31林班い2小班 2.6036 4,013,191

ニッセイ小石原の森　　① 239 福岡県朝倉郡東峰村小石原　白石国有林2023林班い2小班 2.0700 2,507,412

ニッセイ田野の森 240 宮崎県宮崎市田野町  鰐頭国有林82林班や小班 4.2363 5,093,620

ニッセイ垂水の森　　② 241 鹿児島県垂水市田神　後平国有林115林班は4小班 1.2700 2,286,470

　（第９回・H１３年度植樹合計分） 33.5815 53,293,263

ニツセイ紫波の森　　② 242 岩手県紫波郡紫波町土舘　山王海国有林404林班に3小班 1.0300 1,082,801

ニッセイ平泉の森 243 岩手県西磐井郡平泉町　上ノ林国有林257林班い3小班 3.8900 7,207,281

ニッセイ鮭川の森　　② 244 山形県最上郡鮭川村　切欠上野国有林2041林班へ18小班 1.8700 3,443,081

ニッセイ苗場の森 245 新潟県南魚沼郡湯沢町三俣　日白山国有林97林班に2・4小班 3.3941 6,682,252

ニツセイ大子の森 246 茨城県常陸太田市里川字三古室　黒川国有林2005林班と2小班 0.9500 1,547,706

ニッセイ富士の森　　⑩ 247 静岡県富士市大渕　富士山国有林200林班る2小班 1.4100 4,004,365

ニッセイ敦賀の森 249 福井県敦賀市山　黒河山国有林151林班へ小班 3.4938 4,991,845

ニッセイ社の森　　　② 250 兵庫県加東市社町　朝光山国有林704林班ち小班 0.8900 1,548,289

ニッセイ新見の森 251 岡山県新見市菅生　用郷山国有林554林班と小班 4.1901 5,677,451

ニッセイ徳地の森　　② 252 山口県山口市徳地柚木　滑山国有林2林班わ小班・19林班ろ小班・20林班と小班 3.1272 5,079,282

ニッセイ小石原の森　② 253 福岡県朝倉郡東峰村小石原　白石国有林2023林班い1小班 2.8500 3,191,769

ニッセイ朝倉の森 254 福岡県朝倉市山田　　田ノ口国有林2037林班と２小班 1.4024 2,123,475

ニッセイ西有家の森 255 長崎県南島原市西有家町　西有家温泉岳国有林102林班わ小班 4.0669 6,496,351

　（第１０回・H１４年度植樹合計分） 32.5645 53,075,948
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ニッセイ雄勝の森　　① 256 秋田県湯沢市秋ノ宮字　役内国有林28林班た1小班 1.8000 3,068,134

ニッセイ伊豆の森　　① 257 静岡県伊豆市湯ヶ島　湯ヶ島国有林136林班い小班 1.8300 3,392,703

ニッセイ員弁の森　　② 258 三重県いなべ市北勢町　 悟入谷国有林33林班わ小班 2.2116 3,560,926

ニッセイ一宮の森 259 兵庫県宍粟市一宮町　阪水国有林44林班ね小班 2.5383 1

ニッセイ久米の森 260 岡山県久米郡美咲町　大戸山国有林111林班り班 1.3778 1,771,447

ニッセイ阿戸の森　　 261 広島県広島市安芸区阿戸町　大谷山国有林554林班た小班 1.3928 2,248,964

11.1505 14,042,175

ニッセイ雄勝の森　　② 262 秋田県湯沢市秋ノ宮字　役内国有林28林班た1小班 1.5877 2,604,107

ニッセイ伊豆の森　　② 263 静岡県伊豆市湯ヶ島　湯ヶ島国有林136林班い小班 1.6300 3,021,418

ニッセイ船引の森 264 福島県田村郡船引町上移　入山国有林248林班わ１小班 5.8094 9,534,457

ニッセイ土佐山田の森 265 高知県香美市土佐山田町樫の谷　立割不寒冬山国有林106林班ろ1小班 1.0308 1,231,246

10.0579 16,391,228

ニッセイむつの森 266 青森県むつ市田名郡　矢立山国有林32林班か1小班 5.9800 11,030,517

ニッセイ川崎の森 267 宮城県柴田郡川崎町今宿　小屋沢山国有林211林班は2小班 1.3118 1,962,805

ニッセイ小野上の森 268 群馬県渋川市小野子　裸岩国有林299林班わ1小班 3.8584 5,820,730

11.1502 18,814,052

ニッセイまんのうの森　　 269 香川県仲多度郡まんのう町勝浦　下福家国有林58林班に2小班 2.7235 4,323,999

ニッセイ鰐頭の森 270 宮崎県宮崎市田野町　鰐頭国有林78林班た小班 4.0976 5,593,300

ニッセイ高尾野の森　　 271 鹿児島県出水市高尾野町　長尾国有林1089林班り1小班 2.0009 4,139,054

8.8220 14,056,353

ニッセイ苫小牧の森　　 272 北海道苫小牧市錦岡国有林胆振東部森林管理署1479林班ほ小班 3.3342 4,503,640

ニッセイときがわの森 273 埼玉県比企郡ときがわ町西平　都幾山国有林34林班り1小班 1.8000 3,829,478

ニッセイ南阿蘇の森　　 274 熊本県阿蘇郡南阿蘇村　中山国有林120林班い小班 2.6485 4,524,617

7.7827 12,857,735

ニッセイ岩見の森　　 275 秋田県秋田市河辺岩見字　岩見山国有林262林班ぬ小班 3.3286 6,170,262

ニッセイ大田原の森 276 栃木県大田原市北野上字塩ノ草　塩ノ草国有林29林班か1小班 2.0289 4,447,500

ニッセイ安中の森　　 277 群馬県安中市松井田町大字坂本字　霧積山国有林127林班は1小班 1.2159 2,434,693

ニッセイ長崎の森　　 278 長崎県長崎市神浦北大中尾町　神浦岩脊戸国有林60林班い小班 3.8653 8,552,282

10.4387 21,604,737

ニッセイ足寄の森　　 279 北海道足寄郡足寄町上足寄　十勝東部森林管理署69林班い小班 4.0000 2,892,493

ニッセイ別府の森 280 大分県別府市大字内成　コカノ原国有林1016林班は小班 3.2276 6,651,156

ニッセイ熊本の森　　 281 熊本県熊本市貢町　小萩国有林173林班に１小班 3.7561 8,545,390

10.9837 18,089,039

ニッセイ日高の森　　 283 北海道沙流郡平取町　振内国有林1008林班は小班 2.3321 4,013,700

ニッセイ常陸太田の森 282 茨城県常陸太田市折橋町横川　横川入国有林2037林班い小班 2.8500 5,309,880

ニッセイ筑前の森 285 福岡県朝倉郡筑前町　大谷国有林2林班よ小班 5.2816 14,498,286

ニッセイ霧島の森　　 284 鹿児島県姶良郡湧水町　般若寺国有林3092林班ち1小班 1.9749 4,311,588

12.4386 28,133,454

ニッセイ山形の森 286 山形県西村山郡山辺町　虚空蔵外４国有林267林班わ小班 3.3628 4,021,203

ニッセイ豊橋の森 287  愛知県豊橋市岩崎町字内山　豊橋国有林1251林班い１，ろ１小班 2.5800 9,876,742

5.9428 13,897,945

ニッセイ支笏湖の森 288 北海道千歳市西森　石狩森林管理署5250ほ林小班 3.2330 5,781,310

3.2330 5,781,310

435.2921 682,187,691

（第11回・H１5年度植樹合計分）

　（第１２回・H１６年度植樹合計分）

　（第１３回・H１７年度植樹合計分）

　（第１4回・H１8年度植樹合計分）

　（第20回・H24年度植樹合計分）

　（第１5回・H１9年度植樹合計分）

　（第１6回・H20年度植樹合計分）

（第17回・H21年度植樹合計分）

（第18回・H22年度植樹合計分）

　（第１9回・H23年度植樹合計分）










